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説

四

髪
形
の
自
由
と
司
法
審
査

-
髪
形
の
自
由
の
憲
法
上
の
価
値

2

司
法
審
査
の
方
法
ー
ー
ー
利
益
衡
量
の
導
入

お
わ
り
に

論

五

は
じ
め
に

男
子
中
学
生
の
頭
髪
を
校
則
や
生
徒
会
規
則
で
、
い
わ
ゆ
る
丸
刈
り
と
定
め
て
い
る
中
学
校
は
全
国
で
約
三
分
の
一
存
す
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
規
則
に
抗
っ
て
、
そ
の
校
則
等
の
無
効
確
認
と
慰
謝
料
を
請
求
し
た
訴
訟
が
、
い
わ
ゆ
る
寸
熊
本
坊
主
刈
り
訴
訟
」
で

あ
る
。
こ
の
訴
訟
に
お
い
て
校
則
の
違
憲
性
等
が
争
わ
れ
た
が
、
原
告
敗
訴
の
判
決
が
下
さ
れ
た
。
学
説
は
こ
の
判
決
に
対
し
て
批
判
的
で

あ
る
。
学
説
は
髪
形
の
自
由
は
憲
法
一
一
ニ
条
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
、
と
い
う
点
で
は
概
ね
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
自
由
を
ど
の

よ
う
な
人
権
と
し
て
把
握
す
る
か
、
い
か
な
る
違
憲
審
査
基
準
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
る
べ
き
か
等
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、

ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
六

0
年
代
の
後
半
、
長
髪
が
は
や
り
だ
し
た
頃
、

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
長
髪
禁
止
を
定
め
る
「
身
な
り
に

関
す
る
規
則
(
り
月
部
門
。
母
あ
る
い
は
の
円
S
E
E
m州
打
。
号
)
」
に
違
反
し
た
生
徒
を
退
学
さ
せ
た
り
、
入
学
拒
否
し
た
り
す
る
事
例
が
数

多
く
登
場
し
て
き
た
。
そ
の
数
は
一

O
O件
を
超
え
る
と
い
わ
れ
て
い
る
抗
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
連
邦
最
高
裁
の
判
決
は
ま
だ
な
く
、
連

邦
控
訴
裁
判
所
の
判
断
が
巡
回
区
ご
と
に
分
か
れ
て
い
れ
。
し
か
も
、
ア
メ
リ
カ
で
規
制
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
ヒ
ッ
ピ

l
ス
タ
イ
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ル
の
肩
ま
で
か
か
る
よ
う
な
長
髪
で
あ
る
等
、
我
が
固
と
は
問
題
状
況
を
や
や
異
に
す
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
判
例
、

学
説
に
お
け
る
議
論
の
蓄
積
は
我
が
国
に
お
け
る
そ
れ
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
議
論
を
整
理
、
検
討
し
て
お
く
こ
と
は
、

我
が
固
に
お
い
て
頭
髪
規
制
の
問
題
を
考
え
る
際
に
十
分
な
参
考
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
頭
髪
規
制
に
関
す
る
判
例
、
学
説
を
整
理
、
分
析
し
、
若
干

の
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
連
邦
控
訴
裁
判
所
の
判
例
を
概
観
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
審
査
基
準
の
適
用
の
あ
り
方
に
よ
っ
て

裁
判
所
の
判
断
が
ど
の
よ
う
に
分
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
察
、
検
討
す
る
(
二
)
。
次
い
で
、
「
髪
形
の
自
由
」
の
憲
法
上
の
根
拠
を
、
判

例
、
学
説
の
整
理
、
分
析
を
通
し
て
検
討
す
る
(
三
)
。
そ
し
て
最
後
に
、
頭
髪
規
制
の
問
題
に
関
す
る
司
法
審
査
の
方
法
を
考
察
、
検
討
し
、

そ
こ
に
お
け
る
問
題
点
を
指
摘
し
て
み
よ
う
と
思
う
(
四
)
。

憲法と髪形の自由

(
1
)
阿
部
泰
隆
「
男
子
中
学
生
丸
刈
り
校
則
」
法
学
教
室
六
五
号
ご
九
八
六
)
一
一
頁
。

(
2
)
熊
本
地
裁
昭
和
六

O
年
一
一
月
一
三
日
判
決
判
例
時
報
一
一
七
四
号
四
八
頁
。

(
3
)
本
件
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注

(
1
)
、
後
掲
注

(
4
)
、
(
5
)
に
引
用
し
た
も
の
の
他
に
以
下
の
よ
う
な
評
釈
が
あ
る
。
江
橋
祭
「
男
子
生
徒
長

髪
禁
止
校
則
と
公
立
中
学
校
校
長
の
専
門
的
裁
量
判
断
権
L

法
学
セ
ミ
ナ
ー
臨
増
最
新
判
例
演
習
室
一
九
八
七
・
五
四
頁
。
同
法
学
セ
ミ
ナ
ー

三
七
九
号
一
一
六
頁
。
星
野
安
三
郎
「
頭
髪
、
服
装
の
自
由
、
自
己
決
定
権
L

立
正
法
学
論
集
一
六
巻
三
・
四
号
六
七
頁
。
佐
藤
司
「
現
代
教
育

と
人
権
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
三
九
巻
五
号
三
二
頁
。
小
林
節
「
公
立
学
校
に
お
け
る
髪
型
の
規
制
」
憲
法
判
例
百
選
I
(
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
)

三
八
頁
な
ど
。

な
お
、
直
接
本
件
を
扱
つ
て
は
い
な
い
が
参
照
、
青
木
宏
治
「
服
装
、
頭
髪
は
ど
こ
ま
で
規
制
で
き
る
か
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
『
こ
れ
か
ら

の
教
育
』
(
一
九
八
五
士
二

O
頁
。
佐
藤
司
「
頭
髪
問
題
を
ど
こ
ま
で
権
利
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
か
」
月
刊
生
徒
指
導
一
九
七
三
年
二
一
月

号
一
八
頁
。
坂
本
秀
夫
『
校
則
の
研
究
』
一
一
一
一
書
房
(
一
九
八
六
)
な
ど
。

(
4
)
た
と
え
ば
、
奥
平
康
弘

J
恵
法
に
こ
だ
わ
る
』
日
本
評
論
社
二
八
頁
(
一
九
八
八
)

(
初
出

法
学
セ
ミ
ナ
ー
三
七
四
号
こ
九
八
六
)
)
、
中
村

j七法40(5-6・1'425)1567 



説

睦
男
「
町
立
中
学
校
の
校
長
が
、
男
子
生
徒
の
頭
髪
に
つ
き
丸
刈
り
に
す
べ
き
旨
定
め
る
校
則
を
制
定
、
公
布
し
た
こ
と
が
、
違
憲
・
違
法
と
は

い
え
な
い
と
さ
れ
た
事
例
」
判
例
評
論
三
二
九
号
(
判
例
時
報
一
一
九

O
)
四
二
頁
。
戸
波
江
二
「
丸
刈
り
校
則
と
自
己
決
定
の
自
由
」
法
律
時

報
五
八
巻
四
号
九
四
頁
ご
九
八
六
)
。
坂
本
秀
夫
「
丸
刈
り
裁
判
判
決
文
の
問
題
点
」
月
刊
生
徒
指
導
一
九
八
六
年
二
月
号
二
八
頁
。
阿
部
、
前

掲
注

(
1
)

一
一
頁
。
竹
内
重
年
「
丸
刈
り
裁
判
の
問
題
点
」
季
刊
教
育
法
六
二
号
一
三
四
頁
(
一
九
八
六
)
。
市
川
須
美
子
「
長
髪
禁
止
規
定
と

子
ど
も
の
人
権
」
季
刊
教
育
法
六
二
号
二
ニ
六
頁
。
小
林
武
「
校
則
に
よ
る
中
学
生
の
生
活
規
制
と
司
法
審
査
」
南
山
法
学
一

O
巻
一
号
二
四
八

頁
(
一
九
八
六
)
な
ど
。
な
お
、

(a)
髪
形
に
表
現
の
自
由
の
保
障
が
及
ぶ
か
否
か
、

(
b
)
頭
髪
規
制
が
平
等
違
反
に
あ
た
る
か
否
か
に
つ
い

て
は
、
学
説
は
分
れ
て
い
る
。

(a)
髪
形
の
表
現
的
側
面
を
積
極
的
に
評
価
す
る
見
解
と
し
て
、
桑
山
昌
巳
「
公
立
中
学
校
の
坊
主
刈
り
規
則
に
お
け
る
諸
問
題
」
経
済
と

法
二
四
号
一
五
一
頁
こ
九
八
六
)
。
坂
本
、
前
掲
二
七
l
二
八
頁
な
ど
。
他
方
、
消
極
的
に
解
す
る
見
解
と
し
て
は
、
奥
平
、
前
掲
二
七
頁
、
三

三
頁
。
大
野
拓
也
「
『
丸
刈
り
』
校
則
と
生
徒
の
人
権
」
時
岡
弘
編
『
人
権
の
憲
法
判
例
第
五
集
』
成
文
堂
一
二
頁
(
一
九
八
七
)
。
戸
波
、
前

掲
九
三
頁
な
ど
。
な
お
、
い
わ
ゆ
る
大
井
中
学
校
事
件
に
つ
い
て
の
日
本
弁
護
士
連
合
会
人
権
擁
護
委
員
会
の
「
勧
告
書
・
要
望
書
」
は
「
頭
髪

は
身
体
の
一
部
で
あ
り
、
髪
型
の
自
由
は
、
表
現
の
自
由
、
人
身
の
自
由
と
し
て
憲
法
二
一
条
、
三
一
条
の
保
障
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
(
参
照
、

月
刊
生
徒
指
導
一
九
八
六
年
二
月
号
八
三
頁
)
と
し
て
い
る
。

(b)
男
子
に
対
し
て
丸
刈
り
を
強
制
す
る
こ
と
が
性
別
に
よ
る
差
別
に
あ
た
る
場
合
も
あ
る
、
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
我
が
国
で
は
男
子
に
対

し
て
は
丸
刈
り
の
み
が
髪
形
と
し
て
強
制
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
女
子
は
短
め
に
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
だ
け
で
お
か
っ
ぱ
の
よ
う
な
特
別

の
髪
形
が
強
制
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
男
女
の
取
り
扱
い
の
差
異
は
寸
男
性
と
女
性
と
で
は
、
髪
形
に
つ
い
て
異
な
る
慣
習
」

が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
げ
か
ら
は
説
明
で
き
な
い
と
い
う
主
張
が
あ
る
。
特
に
丸
刈
り
を
規
制
す
る
た
め
の
規
制
理
由
と
し
て
安
全
、
保
健
、
衛

生
の
理
由
を
挙
げ
る
場
合
は
な
お
さ
ら
で
あ
ろ
う
。
参
照
、
坂
本
、
前
掲
二
四
頁
。
阿
部
泰
隆
「
男
子
中
学
生
丸
刈
り
合
法
判
決
の
問
題
点
」
月

刊
生
徒
指
導
一
九
八
六
年
二
月
号
一
五
頁
。
大
野
、
前
掲
七
頁
。
広
沢
明
「
学
校
教
育
と
子
ど
も
の
人
権
」
日
本
教
育
法
学
会
年
報
一
七
号
一
九

一
頁
(
一
九
八
七
)
。
な
お
、
阿
部
、
大
野
は
、
居
住
地
に
よ
る
差
別
違
反
に
つ
い
て
も
、
慎
重
な
配
慮
を
要
求
す
る
。

(
5
)
学
説
の
多
数
は
、
髪
形
の
自
由
を
憲
法
一
三
条
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
「
自
己
決
定
権
L

の
一
つ
と
解
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
戸
波
、
前
掲

注

(
4
)
九
三
頁
。
中
村
、
前
掲
注

(
4
)
四
三
頁
。
小
林
、
前
掲
注

(
4
)
二
四
八
頁
ご
九
八
六
)
。
佐
藤
幸
治
「
日
本
国
憲
法
と
自
己
決
定

権
」
法
学
教
室
九
八
号
九
頁
ご
九
八
八
)
な
ど
。
し
か
し
、
こ
の
「
自
己
決
定
権
」
の
保
障
の
範
囲
を
め
ぐ
っ
て
は
必
ず
し
も
学
説
が
一
致
し

呈A
百冊
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憲法と髪形の自由

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
「
人
格
的
生
存
に
不
可
欠
の
も
の
」
と
限
定
し
て
考
え
る
見
解
(
樋
口
陽
一
日
佐
藤
幸
治
H
中
村
睦
男
H
浦
部
法
穂
『
注

釈
日
本
国
憲
法
上
巻
』
青
林
書
院
新
社
三

O
四
頁
こ
九
八
四
)
佐
藤
執
筆
)
と
、
よ
り
広
く
「
私
事
」
に
か
か
わ
る
事
柄
と
捉
え
る
見
解
と

が
あ
る
。
山
田
卓
生
守
私
事
と
自
己
決
定
』
日
本
評
論
社
(
一
九
八
七
)
。
参
照
、
五
「
お
わ
り
に
L

注

(
5
)
、
(
6
)
。

ま
た
、
同
じ
く
憲
法
二
二
条
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
坂
本
、
前
掲
注

(
4
)
の
よ
う
に
「
髪
型

は
個
性
・
精
神
の
表
現
L

で
あ
り
、
寸
人
身
の
自
由
と
表
現
の
自
由
の
双
方
に
ま
た
が
っ
て
い
る
、
特
異
な
性
格
」
を
も
っ
つ
私
生
活
の
自
由
、
プ

ラ
'
イ
パ
シ

l
」
と
し
て
髪
形
の
自
由
を
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
と
積
極
的
に
結
び
つ
げ
よ
う
と
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
憲
法
学
の
多
数
説
は
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
を
自
己
の
情
報
に
関
す
る
権
利
と
い
う
ふ
う
に
限
定
的
に
解
し
て
お
り
、
髪
形
の
自
由
の
問
題
と
は
区
別
し
て
い
る
。
戸
波
、

前
掲
注

(
4
)
九
三
頁
。
中
村
、
前
掲
注

(
4
)
四
三
頁
。

こ
れ
に
対
し
て
、
判
例
は
、
受
刑
者
の
丸
刈
り
が
争
わ
れ
た
事
件
で
、
髪
形
の
自
由
を
憲
法
一
三
条
が
保
障
す
る
一
般
的
自
由
の
一
つ
で
あ
る
、

と
し
た
。
東
京
地
判
昭
和
三
八
年
七
月
二
九
日
(
判
例
時
報
三
四
二
号
五
頁
)
。
ま
た
、
ハ
イ
ヤ
ー
運
転
手
が
く
ち
ひ
げ
を
そ
っ
て
乗
務
す
る
労
働

契
約
上
の
義
務
の
存
否
が
争
わ
れ
た
事
件
で
は
、
く
ち
ひ
げ
、
服
装
、
髪
形
の
自
由
を
私
生
活
上
の
自
由
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
東
京
地
判

昭
和
五
五
年
一
二
月
一
五
日
(
判
例
時
報
九
九
一
号
一

O
七
頁
)
。

(
6
)
判
例
は
前
掲
注

(
5
)
の
受
刑
者
の
丸
刈
り
が
争
わ
れ
た
事
件
で
「
必
要
性
・
合
理
性
L

の
基
準
を
採
用
し
た
。
他
方
、
学
説
で
は
、
学
校
に

お
け
る
髪
形
の
規
制
に
関
す
る
審
査
基
準
と
し
て
厳
格
審
査
基
準
の
適
用
を
い
う
見
解
(
前
掲
注

(
4
)
日
弁
連
の
要
望
書
。
も
っ
と
も
同
要
望

書
は
髪
形
の
自
由
を
表
現
の
自
由
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
厳
格
審
査
基
準
の
適
用
は
当
然
の
主
張
で
あ
ろ
う
。
)
も
あ
る
が
、
合
理
性
の
基
準
を

適
用
す
べ
き
だ
と
す
る
の
が
多
数
説
で
あ
る
。
佐
藤
、
前
掲
注

(
5
)
二
O
頁
(
自
己
決
定
に
関
す
る
事
柄
を
「
核
」
と
「
周
辺
部
L

に
分
け
、

後
者
に
は
合
理
性
の
基
準
の
適
用
を
示
唆
し
て
い
る
。
)
。
戸
波
、
前
掲
注

(
4
)
九
四
頁
(
「
自
己
決
定
の
自
由
」
に
は
原
則
と
し
て
厳
格
な
基
準

が
妥
当
で
あ
る
が
、
他
方
、
刑
務
所
や
学
校
内
で
の
規
律
の
よ
う
に
特
定
の
集
団
に
対
し
て
特
別
の
理
由
か
ら
髪
形
の
規
制
が
必
要
と
な
る
場
合

に
は
、
合
理
的
関
連
性
の
テ
ス
ト
に
依
拠
し
て
、
規
制
目
的
と
規
制
の
必
要
性
が
審
査
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
。
)
。
中
村
、
前
掲
注

(
4
)
四
三

頁
(
髪
形
の
自
由
の
制
約
に
つ
い
て
は
一
般
的
に
、
「
必
要
性
・
合
理
性
L

の
基
準
が
妥
当
す
る
と
し
、
そ
の
判
定
に
あ
た
っ
て
は
規
制
目
的
と
規

制
と
の
合
理
的
関
連
性
、
頭
髪
規
制
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
と
の
比
較
衡
量
の
審
査
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
0
)

。
こ
れ
ら
三

者
は
い
ず
れ
も
合
理
性
の
基
準
を
適
用
し
た
と
し
て
も
、
本
件
に
お
け
る
規
制
が
審
査
を
パ
ス
す
る
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
と
し
て
い
る
。

他
方
、
「
必
要
性
・
合
理
性
」
の
基
準
で
は
緩
や
か
に
す
ぎ
る
こ
と
か
ら
寸
厳
格
な
合
理
性
の
基
準
」
の
適
用
を
主
張
す
る
学
説
が
あ
る
。
広
沢
、

北法40(5-6・1.427)1569 



説

前
掲
注

(
4
)
二
O
一
頁
。
こ
の
基
準
に
よ
れ
ば
規
制
目
的
と
規
制
手
段
と
の
聞
に
「
実
質
的
」
関
連
性
が
要
求
さ
れ
「
同
じ
目
的
を
達
成
で
き

る
他
の
緩
や
か
な
規
制
手
段
」
の
有
無
が
審
査
さ
れ
る
点
に
お
い
て
「
必
要
性
・
合
理
性
」
の
基
準
よ
り
厳
し
い
と
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
「
必
要
性
・
合
理
性
」
の
基
準
を
採
用
す
る
学
説
も
、
髪
形
の
選
択
の
余
地
を
完
全
に
否
定
す
る
規
制
で
あ
る
こ
と
等
の
規
制
の
態
様
、

侵
害
の
程
度
等
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
規
制
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
と
の
比
較
衡
量
審
査
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

二
つ
の
基
準
の
適
用
に
よ
る
差
異
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

(
7
)
山
田
、
前
掲
注

(
5
)
二
二
頁
。
し
た
が
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
の
よ
う
な
退
学
処
分
等
に
対
し
て
、
生
徒
な
い
し
そ
の
親
が
互

52-。ロ

を
求
め
る
と
い
う
形
で
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
り
、
熊
本
の
事
件
の
よ
う
に
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
事
件
は
な
い
。
な
お
、
救
済
の
手

段
と
し
て
互
ロ
ロ
n
z
o
D
以
外
に
損
害
賠
償
の
請
求
を
認
め
る
も
の
と
し
て
め
ミ
ω
Z
E
σ
巾
吋

m
w
h
H
引
き
司
、
門
司
砂
町
。
ミ
h
N
S
h

刷、NhS『
h
b
g
m
N
Cも
a

s
s
え
白
河
h
h
お
唱
え
m
s
h
~
山
町
~
刊
。
ミ
ロ
ミ
a
b
s
h
出
。
司
、
。
。
s
m
s
h
h
c
h
H
a
w
ω
H
。
回
目
。
ω
d
S
開
戸
・
』
・
ω
日

H・ω由。(呂吋())・

(
8
)
奥
平
、
前
掲
注

(
4
)
二
七
頁
。
吋
包
回
♂
〉
Z
E』

2
2
h
o
E
d
E
叶
H
O
E
F
円
、
〉
宍
ロ
∞
印
ロ
-
E
Q
a
a
・

5
包)・

(
9
)
明，

a
n
z
E
h
v
ω
h
E
云
云
開
了
、
H，Z
問
問
問
。
z
↓
印
。
司
ω
↓
c
u岡

山

Z
叶印〉
Z
口
同
，

E
n
z
何
回
目
・
ω
∞
C
(
邑
∞
N
)
・

(叩
)

U
耳
目
印
(
い
C
骨
の
多
く
は
、
耳
、
眉
毛
、
衿
に
か
か
る
よ
う
な
長
髪
、
も
み
あ
げ
を
禁
止
し
、
洗
髪
、
整
髪
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
男
子
生
徒
は
こ
の
規
則
の
範
囲
内
で
は
自
由
な
髪
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
一
律
に
丸
刈
り
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
我
が
国
と
は
状
況
が
異
な
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
ユ
ル
・
プ
リ
ン
ナ
l
の
真
似
を
し
て
丸
刈
り
に
な
り
、
学
校
か
ら
規
則
違
反
に
問
わ
れ
た
例

さ
え
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
小
泉
栄
司
『
中
学
・
高
校
生
の
生
徒
指
導
』
小
学
館
一

O
頁
(
一
九
八
九
)
。

(
日
)
前
掲
注

(
7
)
、
注
(
刊
)
で
指
摘
し
た
救
済
の
方
法
、
規
制
の
態
様
の
他
に
、
最
大
の
差
異
は
連
邦
制
度
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
で

は
、
教
育
の
問
題
に
関
し
て
州
の
は
た
す
役
割
は
決
し
て
小
さ
く
な
く
、
後
に
み
る
よ
う
に
、
連
邦
最
高
裁
が
こ
の
問
題
に
関
し
て
結
論
を
下
さ

な
い
の
も
連
邦
主
義
を
考
慮
し
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
参
照
、
青
木
宏
治
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
生
徒
の
人
権
に
関
す
る
判
例
と
教
育
委
員
会

規
則
」
日
本
教
育
法
学
会
年
報
一
四
号
二
一
四
頁
。

(
ロ
)
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
判
例
の
議
論
を
紹
介
、
検
討
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
参
照
、
青
木
宏
治
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
生
徒
の
頭
髪
規
制
と
そ

の
憲
法
判
断
」
月
刊
生
徒
指
導
一
九
七
三
年
二
一
月
号
二
三
頁
。
米
沢
広
一
「
子
ど
も
、
親
、
政
府
(
二
)
」
神
戸
学
院
法
学
一
五
巻
三
号
(
一
九

八
五
)
三
二
四
|
二
六
頁
。
山
田
、
前
掲
注

(
5
)
。
奥
平
、
前
掲
注

(
4
)
。
広
沢
、
前
掲
注

(
4
)
な
ど
。

論
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判
例
の
概
観

頭
髪
規
制
の
合
憲
性
に
関
し
て
は
、
連
邦
控
訴
裁
判
所
の
判
決
は
分
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
規
制
利
益
に
対
す
る
審
査
基
準
お
よ
び
そ
の
適

用
方
法
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
じ
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
各
控
訴
裁
判
所
が
い
か
な
る
手
法
を
用
い
て
頭
髪
規
制
を
審
査
し
て
い
る

か
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
合
衆
国
の
判
例
状
況
を
概
観
し
て
み
る
。
頭
髪
規
制
を
合
憲
と
す
る
の
は
第
三
、
第
五
、
第
六
、
第
九
、
第

一
れ
の
各
巡
回
区
な
ら
び
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
の
連
邦
控
訴
裁
判
所
で
あ
り
、
他
方
、
違
憲
と
す
る
の
は
第
{
吋
、
第
二
、
第
四
、
第
一
也
、
第

川
の
各
巡
回
区
の
連
邦
控
訴
裁
判
所
で
あ
討
。
ま
ず
、
ー
で
は
頭
髪
規
制
を
合
憲
と
す
る
判
決
の
審
査
の
手
法
を
紹
介
、
検
討
し
、
次
い
で
、

2
で
は
頭
髪
規
制
を
違
憲
と
す
る
判
決
の
審
査
の
手
法
を
紹
介
、
検
討
す
る
。

憲法と髪形の自由

(
1
)
b
g
h
h
e
s
g庶
民

S
H
b
m
h
b
s
~
M
3
F町
内
ミ
ミ
言
及
。

s
a
s
h同

HF町
、
ぬ
き
凡
?
呂
田
〉
同
〈
・
「
同
開
〈

H
H
g
w
E宏
ロ
∞
∞
(
巴
∞
。
)
・

(
2
)
奥
平
康
弘
『
宜
恵
一
訟
に
こ
だ
わ
る
』
日
本
評
論
社
二
八
頁
。

(3)
ト
ラ
イ
ブ
は
生
徒
の
頭
髪
規
制
を
め
ぐ
る
連
邦
控
訴
裁
判
所
の
判
決
を
以
下
の
四
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
い
る
。
叶
同
宙
開
・
〉
呂
田
円

2
z
n
2ー

出
、
コ
バ
『
戸
」
↓

-cZ〉F
円〉者司
H
ω

∞
∞
ロ

ω
N
(
N
仏
巾
己
・
]
{
由
∞
ω
)
・

①
頭
髪
規
制
の
審
査
に
「
合
理
性
」
の
テ
ス
ト
以
上
の
も
の
を
要
求
す
る
裁
判
所
(
第
四
、
第
七
、
第
八
の
各
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
)

②
寸
合
理
性
L

の
テ
ス
ト
を
適
用
す
る
裁
判
所
・
:
こ
の
「
合
理
性
L

の
テ
ス
ト
適
用
の
方
法
は
、
さ
ら
に
二
段
階
に
分
れ
て
い
て
、
厳
格
な

テ
ス
ト
を
適
用
す
る
裁
判
所
(
第
一
、
第
二
の
各
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
)
と
、
緩
や
か
な
テ
ス
ト
を
適
用
す
る
裁
判
所
(
第
三
、
第
六
、

第
九
の
各
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
)
と
が
あ
る
。

③
頭
髪
規
制
を
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
規
制
と
カ
レ
ッ
ジ
に
お
け
る
規
制
に
分
け
て
考
察
し
、
前
者
に
関
し
て
は
「
窓
意
的
な
結
果
」
に

の
み
審
査
が
及
ぶ
と
す
る
(
他
方
、
後
者
に
関
し
て
は
「
合
理
性
L

の
テ
ス
ト
を
適
用
す
る
。
)
裁
判
所
(
第
五
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
)

④
十
分
な
連
邦
憲
法
上
の
問
題
が
生
じ
て
い
な
い
と
す
る
裁
判
所
(
第
十
巡
回
区
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
の
控
訴
裁
判
所
)
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イ
プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(
1
)

教
育
委
員
会
に
絶
対
的
裁
量
を
認
め
、
合
理
性
の
基
準
さ
え
も
適
用
し
な
い
も
の
。

(
2
)

「
合
理
性
L

の
テ
ス
ト
を
適
用
し
、
当
該
規
制
と
規
制
目
的
の
間
に
合
理
的
関
連
性
が
あ
る
か
否
か
を
審
査
す
る
も
の
。

こ
こ
で
は
、

(
1
)
の
タ
イ
プ
の
判
決
と
し
て
司
5
0
5
m
g
〈
-
E
m
w巾、

(2)
の
タ
イ
プ
の
判
決
と
し
て
』
ω
n
w
m。
ロ
〈
・
ロ
ミ
ユ

q
を
紹
介
す

る

(
1
)
 
円1
ド寸
命
(1) 

目
白
ロ
〈

可1-~ 
:>;"7 
(1)ふ

【
事
実
】

原
告
は
公
立
学
校
の
生
徒
で
、
髪
の
長
さ
を
規
制
す
る
学
校
規
則
に
違
反
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
停
学
処
分
を
う
け
た
。
原
告
は
こ
の

処
分
を
不
服
と
し
て
学
校
長
を
相
手
ど
っ
て
規
則
の
違
憲
性
を
争
っ
て
訴
え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
連
邦
地
方
裁
判
所
は
広
範
な
教
育
裁
量
を

認
め
、
学
校
の
規
則
制
定
に
違
法
は
な
い
、
と
し
て
原
告
の
主
張
の
却
げ
た
。
原
告
は
こ
れ
に
対
し
て
第
十
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
に
控

訴
し
た
。

憲法と髪形の自由

【
裁
判
所
の
見
解
】

本
件
に
お
い
て
原
告
の
主
張
す
る
憲
法
上
の
権
利
は
不
明
瞭
(
ロ
与
己
O
C
印
)
で
あ
り
、
十
分
な
憲
法
違
反
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
と
は
い

え
ず
、
合
理
性
の
テ
ス
ト
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
か
も
疑
わ
し
い
。
連
邦
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
公
立
学
校
の
男
子
生
徒
の
頭
髪
の
長
さ
を

規
制
す
る
学
校
規
則
の
判
断
に
取
っ
て
代
る
べ
き
で
は
な
い
。

(
2
)
 
』
m
n
w由。ロ〈・同)。コー一白】寸
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説

【
事
実
】

原
告
二
名
は
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
で
、
長
髪
に
し
て
い
た
。
学
校
長
は
、
原
告
の
長
髪
は
男
子
生
徒
の
頭
髪
を
規
制
す
る
学
校
規
則
に
違

反
す
る
の
で
新
学
期
が
始
ま
る
ま
で
に
髪
を
切
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
た
。
し
か
し
、
原
告
は
こ
の
指
示
に
反
し
て
長
髪
の
ま
ま
新
学
期
に

臨
ん
だ
)
。
そ
こ
で
学
校
長
は
原
告
に
対
し
て
停
学
処
分
を
命
じ
た
。
原
告
は
連
邦
地
裁
に
停
学
処
分
の
違
法
を
訴
え
た
が
)
、
連
邦
地
裁
は
学

校
規
則
と
教
育
組
織
の
効
果
的
運
営
と
の
間
に
合
理
的
な
関
連
性
が
あ
る
こ
と
を
認
定
し
て
、
学
校
規
則
を
支
持
し
た
の
で
、
原
告
は
第
六

巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
に
控
訴
し
た
。

{
裁
判
所
の
見
解
】

証
拠
に
よ
れ
ば
、
当
該
規
則
と
、
教
育
組
織
の
効
果
的
な
運
営
(
片

Z
2
2
2広
三
告
。
z
z
cコ
え

F
O
E
R巳
古
E
-
a
2
0
E
)
な
ら
び

に
学
校
内
に
お
け
る
秩
序
の
維
持
(
円

Z
E巴
E
8
8
2
0町
田
の

}MOO-
忌∞♀】
]EO)
と
の
聞
に
は
、
現
実
的
か
つ
合
理
的
な
関
連
性
(
包
括
凶
]

自
己
目
白
由
。
口
問
問
)
万
一

gロロ
o
n
t
cロ
)
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
原
告
ら
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
を
は
じ
め
と
す
る
憲
法
上
の
権
利
を
何
ら

侵
害
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
該
規
則
は
第
一
、
第
三
、
第
四
、
第
五
、
第
九
、
第
一
四
修
正
の
い
ず
れ
に
も
違
反
し
な
い
。

-::-A 
a聞

同
じ
く
頭
髪
規
制
を
合
憲
と
す
る
判
例
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
に
規
制
目
的
に
対
す
る
審
査
の
方
法
に
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
こ
の
う

ち
、
教
育
裁
量
を
広
く
認
め
、
裁
判
所
が
そ
の
判
断
に
立
ち
入
ら
な
い
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
(
(
1
)
の
タ
イ
プ
の
判
例
)
の
は
わ
ず
か
で
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
の
巡
回
区
の
控
訴
裁
判
所
は
、
規
制
目
的
の
正
当
性
、
規
制
目
的
と
の
関
連
性
を
一
応
で
は
あ
る
が
、
審
査
し
て
い
る
(

(

2

)

の
タ

イ
プ
の
判
例
)
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

(
1
)
第
十
巡
回
区
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
の
連
邦
控
訴
裁
判
所
の
判
決
が
こ
の
タ
イ
プ
に
あ
た
る
。
h
u
h

吋
呂
田
-
〉
玄
何
回

-
E
z
h
c
z耳目叶巴ゴ。
Z
R

;ftiiミ40(5-6・1'432) 1574 



憲法と髪形の自由

円
〉

g
-
H
U∞
∞
ロ

ω
N
(
N己巾己・]{申∞
ω)・

(
2
)
第
三
、
第
五
、
第
六
、
第
九
の
各
巡
回
区
の
連
邦
控
訴
裁
判
所
の
判
決
が
こ
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
。
こ
の
う
ち
、
第
五
巡
回
区
の
控
訴
裁
判
所

判
決
は
微
妙
で
あ
る
。

第
三
、
第
六
、
第
九
の
各
巡
回
区
の
判
決
は
、
連
邦
憲
法
上
の
権
利
侵
害
を
認
め
て
お
ら
ず
(
後
掲
注
(
日
)
参
照
。
)
、
結
論
と
し
て
は
、
当

該
規
制
と
規
制
目
的
と
の
関
連
性
を
緩
や
か
に
審
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
合
理
的
関
連
性
を
認
め
、
当
該
規
則
の
合
法
性
を
支
持
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
第
五
巡
回
区
の
控
訴
審
の
判
決
(
訳
出
尽
〈
・

ω各
自
-aF
怠
c
m
J泣
き
由
(
印
同
げ
の
一
円
・
呂
吋
N

)

)

は
、
連
邦
憲
法
上
の
基
本
権

(同

5
色白
B
巾
三
回
目
立
m
Z的
)
の
侵
害
が
な
い
か
ら
「
実
質
的
な
憲
法
問
題
は
生
じ
な
い
」
(
同
丸
山
門
日
ω
・

2
a・
)
と
し
つ
つ
も
、
髪
形
の
自
由
を
第
一

四
修
正
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
自
由
の
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
中
の
寸
価
値
の
低
い
自
由
(
z
a
q
-
-
σ
巾
E
g
)
L
Q
A・
国
同
色
印
・
)
と
し
て
捉
え
、
こ
の

自
由
の
規
制
に
関
し
て
は
教
育
委
員
会
の
広
範
な
裁
量
を
認
め
、
寸
恋
意
的
な
結
果
L

に
対
し
て
し
か
司
法
審
査
が
及
ば
な
い
、
と
解
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
窓
意
的
な
結
果
に
の
み
審
査
が
及
ぶ
と
す
る
審
査
方
法
は
、
阿
国
『
円
判
決
で
は
「
B
E
E
C
B
芯
凹
件
。
同
日
片
品

OE--々
L
Q丸
山
門
岳
山
・
)

ま
た
は
「
門
主

FOE-
ぴ
宮
町
田
印

g
ロ
円
山
田
丘
」
(
ミ
・
由
同
色
∞
・
)
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
教
育
裁
量
を
広
く
認
め
、
最
低
限
の
緩
や
か
な
審

査
が
適
用
さ
れ
る
と
解
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
第
五
巡
回
区
の
判
例
は
、
む
し
ろ
、

(
1
)
タ
イ
プ
の
判
例
と
し
て
分
類
さ
れ
る
べ
き
か
も
し
れ

な
い
。
め
町
内
ぬ
か
。
、
司
巾
叶
叶
内
】
}
〈
・
ロ
巳
-
出
回
目
ロ
門
同
町
℃
巾
ロ
門
同
巾
口
同

ω
門町。。
-
u
-
m可
-
n
F
S
N
司
-N門目白由、吋(日同町

(U町・

5
2
)
w
円S
4・
AhSN町門戸

ω∞
ω
C・ω
・∞印品

(
H
S∞
)
こ
の
判
決
は
関
白
ミ
判
決
の
先
例
と
さ
れ
て
い
る
が
、
髪
形
の
自
由
を
必
ず
し
も
憲
法
上
の
自
由
と
し
て
承
認
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

な
お
、
第
五
巡
回
区
は
カ
レ
ッ
ジ
の
学
生
の
頭
髪
規
制
に
関
し
て
は
こ
の
よ
う
な
緩
や
か
な
審
査
基
準
を
適
用
し
て
は
い
な
い
。

ωミ

r
g
aと巾

4
・
同
，
可
]
巾
吋
】
口
口
問
。
叶
わ
。
]
]
巾
m
p
h匹、引
{)m，・N色
町
一
山
由
(
忠
一
宮
の
町
・
]
{
申
叶
N)・

(
3
)
念∞

mJN己
N印∞

(
H
C
S
わ町・

5

ロy
h
mミ・円同町唱え
mhHhHC日
ロ
・
ω
・
H
C
ω
N
(呂叶
N)・

(4)hFNAF
出
N己
N
E
S
H
y
n一司・

Hmv叶())唱町内ミ・民間おた
hHAFood-ω
・∞印{)(]{由叶(})・

(
5
)
本
判
決
は
弓
2
5
5
〈
・
豆
島
巾
(
ロ
・

d
g
y
)
・巧
E
Z
J
H・
回
。
国
司
与
え

E
C
S
Z
8
0同
国
各
冨
冨
g
w
q白
-
p
z
c
c
]
口町田
E
2
Z
0・同町

(巴・(いえ
O
吋白色。)唱

(
U
5
5
0ロ
4

何回印同

O
R
B
ω
n
u
g
二
)
E
E
n仲
間
山
(
ロ
-
z
-
E・
)
の
三
事
件
を
併
合
審
理
し
て
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

三
つ
の
事
件
に
お
け
る
原
告
は
、
い
ず
れ
も
公
立
学
校
に
お
け
る
男
子
生
徒
の
髪
の
長
さ
を
規
制
し
て
い
る
学
校
規
則
に
違
反
し
た
こ
と
を
理
由

と
し
て
停
学
、
退
学
等
の
処
分
を
受
け
た
。
こ
の
う
ち
、
前
二
者
の
事
件
の
原
判
決
に
お
い
て
は
規
制
が
合
法
と
さ
れ
、
原
告
が
こ
れ
を
不
満
と

し
て
控
訴
し
た
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
最
後
の
事
件
の
原
判
決
は
規
制
を
違
憲
と
し
た
た
め
、
教
育
委
員
会
の
側
が
こ
の
判
決
を
不
満
と
し
て
控

北法40(5-6・I・433)1575



説

訴
し
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
原
判
決
の
判
断
が
分
れ
て
い
た
た
め
、
第
十
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
と
し
て
は
こ
の
問
題
を
ど
う
処
理
す
る
の

か
が
注
目
さ
れ
て
い
た
。

(
6
)
学
校
規
則
に
よ
れ
ば
、
男
子
生
徒
の
後
髪
は
衿
に
、
横
髪
は
耳
に
、
前
髪
は
眉
毛
に
か
か
る
よ
う
な
長
髪
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
規
則
は
男
子

生
徒
の
も
み
あ
げ
、
髭
も
同
様
に
禁
止
し
て
い
る
。
ま
た
、
女
子
も
含
め
た
全
生
徒
の
不
適
切
な
服
装
も
規
制
し
て
い
る
。
こ
の
規
則
に
違
反
す

る
も
の
は
規
則
を
遵
守
す
る
ま
で
停
学
処
分
を
命
じ
ら
れ
る
。
明
，
H

・巾巾
5
2
4・出血}内巾場
ω
N
O
司・

ωロ円】円
y

印ω
ゲ
印
缶
百

-
C
S
F
E弓)・

(
7
)
原
告
は
以
下
の
五
点
に
わ
た
っ
て
学
校
規
則
の
違
憲
性
を
主
張
し
て
い
る
。
①
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
の
侵
害
。
②
表
現
の
自
由
の
侵
害
。
③

デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
違
反
。
④
平
等
保
護
違
反
。
⑤
漠
然
性
ゆ
え
の
違
憲
無
効
。
同
九
・
丘
町
ωω'

(
8
)
本
件
は
他
の
二
事
件

o
a
-
-
2
4・

J

円。
}
8
5・
巴
B
B。ロ印

4・
3
1
5
と
併
合
し
て
一
括
審
理
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
告
敗
訴
の
判
決
が
下
さ
れ

た
。
前
者
の
事
件
で
原
告
は
頭
の
傷
跡
を
隠
す
た
め
に
長
髪
が
必
要
だ
等
と
主
張
し
た
が
、
規
則
の
範
囲
内
に
お
い
て
も
傷
跡
を
隠
す
こ
と
は
可

能
で
あ
る
、
と
し
て
却
け
ら
れ
(
足
・
え
印
お
・
)
、
も
っ
ぱ
ら
憲
法
違
反
の
有
無
と
い
う
レ
ベ
ル
で
問
題
が
争
わ
れ
た
。

(
9
)
主
∞
出
呂
田
昨
日
品
目
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
、
裁
判
所
は
規
制
目
的
の
正
当
性
、
目
的
と
手
段
の
関
連
性
等
に
つ
い
て
何
ら
言
及
す
る
こ
と
な

く
、
学
校
規
則
を
支
持
し
て
い
る
。

(
叩
)
原
告
冨
-ny白色

F
n
w
m
Oロ
と
回
白
門
司
皆
ヨ
ー
巾
ロ
回
白
円
ロ
何
回
は
叶
，
F
巾
P
E
m
出血
Nm
と
い
う
有
名
な
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
で
、
そ
れ
ま
で
は
学
校

規
則
で
定
め
て
あ
る
よ
り
も
長
く
髪
を
の
ば
し
て
い
た
。
ま
た
原
告
二
名
は
バ
ン
ド
の
活
動
の
た
め
に
欠
席
、
遅
刻
が
非
常
に
多
く
、
ま
た
成
績

も
落
第
科
目
が
あ
る
な
ど
よ
く
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
学
校
長
は
原
告
本
人
、
親
に
対
し
て
注
意
を
与
え
て
い
た
。
お
串
匂
包

NHω-

N]5. 

(
日
)
原
告
は
学
校
長
の
指
示
に
従
わ
ず
、
秋
の
新
学
期
が
始
ま
る
ま
で
の
夏
休
み
の
問
中
ず
っ
と
髪
を
伸
ば
し
続
け
、
新
学
期
に
は
衿
、
耳
を
す
っ

か
り
覆
う
ほ
ど
の
長
髪
に
な
り
、
さ
ら
に
、
も
み
あ
げ
、
髭
を
た
く
わ
え
て
新
学
期
を
迎
え
た
。
町
、
・
白
門
出
品
・

(
ロ
)
原
告
は
停
学
処
分
を
不
服
と
し
教
育
委
員
会
に
対
し
て
不
服
を
申
し
立
て
た
が
、
却
下
さ
れ
た
の
で
訴
訟
に
至
っ
た
。
ミ
・

(
日
)
』
ミ
・
国
同
日
]
{
印
山
由
・

(
M
)
足

巳

N
5・
裁
判
所
は
、
原
告
の
過
度
の
長
髪
が
教
室
内
の
授
業
の
雰
囲
気
を
壊
し
、
混
乱
に
陥
れ
、
他
の
生
徒
の
授
業
の
妨
害
に
な
る
こ

と
を
認
め
た
。
例
え
ば
、
原
告
が
、
授
業
中
に
櫛
で
髪
を
と
か
す
等
の
行
為
に
よ
っ
て
授
業
が
中
断
さ
れ
る
等
、
授
業
に
支
障
の
あ
っ
た
こ
と
が

教
師
の
証
言
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
て
い
る
。

H
A・白円

N
5・H
吋・

三£‘
同聞

北法40(5-6・1・434)1576



(
日
)
旬
、
・
同
門

N
H
叶
山
∞
・

2 

頭
髪
規
制
を
違
憲
と
す
る
判
例

2
で
は
、
逆
に
、
頭
髪
規
制
を
違
憲
と
す
る
判
例
を
紹
介
す
る
。
頭
髪
規
制
を

違
憲
と
す
る
の
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
第
一
、
第
二
、
第
四
、
第
七
、
第
八
の
各
巡
回
区
の
連
邦
控
訴
裁
判
所
の
判
例
で
あ
る
。
こ

ー
で
は
頭
髪
規
制
を
合
憲
と
す
る
判
例
を
紹
介
し
た
が
、

れ
ら
の
判
例
は
全
て
、
髪
形
の
自
由
を
憲
法
上
の
自
由
と
し
て
認
め
て
い
る
点
で
は
共
通
で
あ
る
が
、
違
憲
審
査
の
方
法
に
よ
っ
て
、
以
下

の
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
1
)
合
理
性
の
基
準
を
適
用
し
て
、
髪
形
の
自
由
と
規
制
目
的
を
利
益
衡
量
し
た
結
果
、
寸
合
理
性
」
を
欠
き
違
憲
で
あ
る
と
す
る
も
の
。

(2)
学
校
側
に
「
実
質
的
挙
証
責
任
」
を
負
わ
せ
、
そ
の
立
証
が
な
い
か
ら
違
憲
で
あ
る
と
す
る
も
の
。

こ
こ
で
は

(
1
)
の
タ
イ
プ
の
判
決
と
し
て

E
n
F
R骨
〈
・
↓
F
Z
B
Z口、

(
2
)
の
タ
イ
プ
の
判
決
と
し
て
∞
日
巾
ロ
〈
・
岡
山
E
を
紹

介
す
る
。

(
1
)
初日

nvω
「
仏
印
〈
・
、
H
，F
C
】守的件。ロ

憲法と髪形の自由

事
実

原
告
は
一
七
歳
の
公
立
学
校
の
学
生
で
一
周
に
か
か
る
ほ
ど
の
長
髪
に
し
て
い
た
が
、
髪
を
切
る
こ
と
を
拒
否
し
た
た
め
、
学
校
長
に
停
学

を
命
じ
ら
れ
た
。
原
告
は
こ
の
停
学
処
分
は
違
法
で
あ
る
と
主
張
し
、
連
邦
地
裁
に
出
訴
し
た
。
連
邦
地
裁
は
原
告
の
主
張
を
認
め
た
が
、

学
校
長
は
こ
れ
を
不
服
と
し
、
第
一
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
に
控
訴
し
た
。
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説

{
裁
判
所
の
見
解
}

論

第
一
四
修
正
は
個
人
の
人
格
的
自
由
を
保
障
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
髪
の
形
や
長
さ
を
決
定
す
る
個
人
の
自
由
は
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
た

と
え
こ
の
自
由
が
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
保
障
さ
れ
る
他
の
自
由
ほ
ど
基
本
的
で
な
く
不
完
全
だ
と
し
て
も
、
州
は

窓
意
的
に
こ
の
自
由
を
制
限
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
自
由
の
侵
害
を
正
当
化
す
る
の
に
十
分
な
州
の
利
益
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(2)
切
活
巾
ロ
〈
・
同

ω
E

【
事
実
】

原
告
二
名
は
司
王
宮
自
由
∞

a
E
m
F
P
F
g
-
の
学
生
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
長
髪
が
、
教
育
委
員
会
が
学
期
中
に
制
定
し
た
男
子
生
徒

の
髪
形
を
規
制
す
る
身
な
り
に
関
す
る
規
則
包
括
部
門
O
号
)
に
違
反
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
秋
の
新
学
期
が
始
ま
る
と
退
学
処
分
を
命

ぜ
ら
れ
た
。
原
告
は
こ
の
規
則
が
違
憲
で
あ
る
旨
主
張
し
て
出
訴
し
た
。
連
邦
地
裁
は
、
髪
形
の
自
由
を
憲
法
上
の
権
利
と
認
め
、
こ
の
自

由
を
制
約
す
る
教
育
委
員
会
側
に
実
質
的
な
挙
証
責
任
を
負
わ
せ
、
規
制
理
由
の
立
証
が
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
原
告
勝
訴
の
判
決
を
下
し

た
。
被
告
教
育
委
員
会
は
こ
の
判
決
を
不
服
と
し
て
第
七
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
に
控
訴
し
た
。

【
裁
判
所
の
見
解
】

髪
の
長
さ
、
髪
形
を
個
人
の
自
由
に
す
る
権
利
は
憲
法
の
保
障
す
る
個
人
の
自
由
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
髪
形
の
自
由
の
制
約
は
、
憲
法

の
保
障
す
る
他
の
基
本
権
と
同
様
に
、
州
が
実
質
的
な
挙
証
責
任
(
回
忌
丸
山
口
止
と

σ己丘

g
え
吉
田
昨
日
。
E
Eロ
)
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
未
成
年
者
も
成
年
と
同
様
に
窓
意
的
か
つ
違
法
な
制
約
か
ら
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
頭
髪
規
制
を
違
憲
と
す
る
判
例
に
お
い
て
も
、
憲
法
上
の
根
拠
を
は
じ
め
と

L
て
髪
形
の
自
由
を
い
か
な
る
自
由
と
し
て

北法40(5-6・I・436)1578



把
握
す
る
か
に
つ
い
て
は
見
解
の
一
致
を
見
な
い
。
こ
れ
ほ
ど
判
例
が
完
全
に
分
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
立
学
校
に
お
け
る
頭
髪

規
制
の
合
憲
性
に
関
す
る
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
決
は
ま
だ
存
在
し
な
い
。
最
高
裁
は
繰
り
返
し
こ
の
問
題
に
つ
い
て
サ

l
シ
オ
レ
イ
ラ
イ

を
却
下
し
て
い
る
。
こ
れ
は
巴

R
W
判
事
が
説
く
よ
う
に
、
学
校
に
お
け
る
頭
髪
規
制
は
寸
純
然
た
る
地
域
の
問
題

e
R巴可
E
n丘
町
四
片
岡
山
町
田
)
L

で
あ
る
と
の
認
識
が
最
高
裁
に
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

憲法と髪形の自由

(
1
)
め
同
町
吋
包
回
開
r
〉三何回目円〉
Z

ゎ。
Z
印、『
q
c
d
c
z〉
「
円
、
〉
戸
H
ω

∞∞ロ・
ω
N
(
N
己巾己・

5
∞ω
)

(
2
)
k
H
M
品
匂
-
N
仏

H
N
∞]戸(回目門(リ一円・]忘叶())・

(
3
)
h
H
H
由
明
-
N
己
H
C
ω
h
H
(
吋門町何日「・]{由市山由)・

(
4
)
本
件
に
お
い
て
は
頭
髪
を
規
制
す
る
明
文
の
学
校
規
則
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
学
校
長
は
、
生
徒
も
親
も
異
常
に
長
い
髪
は
許
さ
れ
な
い
と
考

え
て
い
た
、
と
主
張
し
た
。
品
忠
明
注
目
N

∞Y
H

N

∞N

(
5
)
百
円
町
田
丘
団
〈
吋
}
己
『
回
同
o
p
ω
宏
司

ω名
目
)
主
唱
(
ロ
・
冨
白
回
目
・

5
2
)・

(
6
)
串
忠
明
-
N
b
H
N
∞H
-

ロE
・
g-
裁
判
所
は
、
頭
髪
を
規
制
す
る
の
は
二
四
時
間
に
わ
た
る
規
制
で
あ
り
、
ス
カ
ー
ト
の
丈
の
規
制
よ
り
侵
害
的
で

あ
る
か
ら
、
よ
り
強
度
な
正
当
化
理
由
が
必
要
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
礼
儀
、
品
行
等
を
規
制
理
由
と
す
る
だ
け
で
は
長
髪

の
自
由
を
侵
害
す
る
た
め
の
規
制
理
由
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
、
と
判
断
し
た
。
足
三
巴
缶

-g・

(7)
男
子
の
頭
髪
に
つ
い
て
学
校
規
則
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。

髪
は
耳
、
眉
毛
、
背
中
の
衿
に
か
か
っ
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
洗
髪
、
整
髪
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
男
子
は
髭
を
き
れ
い
に
剃
ら
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
も
み
あ
げ
を
伸
ば
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
合
由
明
・
邑
呂
ω品
wEω
印目

(8)
原
告

H
W
5
2
は
退
学
前
、
第
一
一
学
年
の
、
原
告
と
宮
口
は
第
一
二
学
年
の
学
生
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、

E
Zロ
は
地
裁
で
の
審
理
が
継
続

し
て
い
る
聞
に
髪
を
切
り
、
学
校
規
制
に
違
反
し
な
く
な
っ
た
の
で
復
学
が
許
さ
れ
た
。
し
か
し
、
〉
]
吉
ロ
は
長
髪
に
し
た
い
と
い
う
希
望
を
も
っ

て
お
り
、
そ
う
す
れ
ば
再
び
退
学
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
連
邦
地
裁
は
〉
-ZD
に
対
し
て
も
訴
え
の
利
益
を
認
め
た
。
∞
円
巾

g
〈
穴
白
E
-
N
E
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説

司
∞
ロ
℃
℃
・
弓
N

・
弓
ω
(
U・
4
ぐ一円。ロ・

E
S
)・
控
訴
裁
判
所
も

E
Zコ
の
原
告
適
格
を
認
め
た
。
色
申
司

-
E
5
2・
呂
田
・

8
・

(
9
)
∞
「
巾
巾
ロ
司
・
穴
白
E
-
N
宮
司
・
ωロU
U
・叶(}凶

(
U
Uぷ印円。ロ
-
H
U
m
s
-

(
叩
)
控
訴
裁
判
所
は
、
髪
形
の
自
由
の
憲
法
上
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
第
一
修
正
の
半
影
体
(
宮

E
S
σ
E印
)
と
し
て
認
め
る
の
か
、
第
九
修
正
の

保
障
す
る
補
充
的
な
基
本
権
(
田
庄
一
色
。
ロ
丘
町
ロ
ロ
門
U
B巾ロ
g-
ユm宮
田
)
と
し
て
認
め
る
の
か
に
つ
い
て
選
択
的
に
明
言
す
る
の
を
避
け
て
い
る
o

hFH
申
司
-
M
色

白

円

HOω
吋・

(
日
)
同
町
-
h
J
O
-
R
〈
-
H
W

白色

ω
庄司

C
E
O口
出
-mFω
門町。。]一宮田町山門門鴻

h

注
目
同
N
門凶器
N
(
津町(い町・

5
叶N
)
U
Q
ミ

hhSN凡
hh作品。
AFC-
∞
-HChFN(
邑吋
N)
・

ロ
c
c
m一
】
忠
判
事
は
、
憲
法
上
の
権
利
侵
害
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
サ
l
シ
オ
レ
イ
ラ
イ
を
却
下
す
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
反
対
意

見
を
書
い
て
い
る
。

(
ロ
)
町
内
白
『
吋
〈
・

ω
円Y
B
E
F
品C
H
C
ω
・
ロ
C
H
(切
E
n
W
C
R
Z芹』

5
巳
B
-
H
U
吋N)
・
こ
の
こ
と
は
学
校
以
外
に
お
け
る
身
な
り
の
規
制
に
つ
い
て
は
最

高
裁
が
判
断
を
下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
と
い
え
よ
う
。
め
mm
同
町
-ZMN
〈・』。

v
g
o
p
お
印
己
・
ω-Nω
∞
(
呂
吋
町
)
(
警
察
官
の
身
な
り
の
規

制
を
合
憲
と
し
た
判
例
)
一
心
巳
ロ
ロ
〈
・

E
g
g
s
-
品N
印己・
ω・
-
8
2
2品
)
(
消
防
士
の
身
な
り
の
規
制
を
合
憲
と
し
た
判
例
)
・

論

憲
法
上
の
自
由
と
し
て
の
髪
形
の
自
由
ー
ー
そ
の
憲
法
上
の
根
拠

ニ
で
見
た
よ
う
に
、
公
立
学
校
の
頭
髪
規
制
の
合
憲
性
に
関
し
て
連
邦
控
訴
裁
判
所
の
見
解
は
完
全
に
分
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
半
数

以
上
の
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
髪
形
の
自
由
を
一
応
は
憲
法
上
の
権
利
と
し
て
承
認
し
て
い
る
。
三
で
は
、
髪
形
の
自
由
を
憲
法
上
の
自
由

と
し
て
承
認
す
る
場
合
に
、
そ
の
憲
法
上
の
根
拠
が
ど
こ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

1
で
連
邦
控
訴
裁
判
所
の
判
例
を
整
理
し
、

2
で
若
干
の
考
察
、
検
討
を
試
み
る
。

北法40(5-6・ト438)1580



1 

判
例
の
紹
介

裁
判
所
は
髪
形
の
自
由
の
憲
法
上
の
根
拠
を
ど
こ
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
各
裁
判
所
の
見
解
は
一
致
し
て

お
ら
ず
、
概
ね
、

(
1
)
第
一
修
正
、

(
2
)
第
九
修
正
、

(
3
)
第
一
四
修
正
(
実
体
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
)
、

(
4
)
平
等
保
護
条
項
の
四

つ
の
憲
法
条
文
を
そ
の
根
拠
と
捉
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
各
裁
判
所
が
髪
形
の
自
由
の
憲
法
上
の
根
拠
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
こ
の
4
つ
の
根
拠
条
文
に
そ
っ
て
紹
介
す
る
。

(
1
)
 
第
一
修
正

頭
髪
規
制
の
違
憲
性
を
争
う
事
件
の
大
多
数
の
原
告
は
第
一
修
正
違
反
を
必
ず
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
第
一
修
正
を
直
接
適
用
し
て

学
校
規
則
を
違
憲
で
あ
る
と
し
た
判
決
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
れ
は
学
校
内
に
お
げ
る
生
徒
の
表
現
の
自
由
が
争
わ
れ
た
叶
E
w
q
事
件
に

お
い
て
連
邦
最
高
裁
判
所
が
、
寸
本
件
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
問
題
は
ス
カ
ー
ト
の
長
さ
、
服
装
の
型
、
頭
髪
、
品
行
に
関
す
る
規
制
の
問
題

と
は
無
関
係
で
あ
る
。
」
と
判
示
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
控
訴
裁
判
所
で
は
右
の
判
決
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
頭
髪
規

制
が
第
一
修
正
に
違
反
す
る
と
い
う
主
張
を
却
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
第
一
修
正
を
直
接
、
適
用
す
る
判
例
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
が
、

第
一
修
正
の
「
半
影
体
(
胃

E
B可
思
)
」
と
し
て
髪
形
の
自
由
を
認
め
た
判
決
は
あ
る
。

(
2
)
 
第
九
修
正

憲法と髪形の自由

連
邦
最
高
裁
は
か
つ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
の
創
設
に
つ
き
、
第
九
修
正
を
根
拠
条
文
と
し
て
援
用
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
と
同

様
に
髪
形
の
自
由
と
い
う
新
た
な
権
利
創
設
へ
の
重
要
な
基
盤
を
形
成
す
る
も
の
と
し
て
第
九
修
正
を
援
用
す
る
判
決
も
あ
る
。
し
か
し
、

第
九
修
正
に
関
し
て
は
同
条
が
果
た
し
て
独
立
の
根
拠
規
定
た
り
う
る
の
か
と
い
う
点
で
疑
問
の
余
地
が
あ
り
、
事
実
そ
の
後
広
い
支
持
を

得
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。

北法40(5-6・1・439)1581



説

第
一
四
修
正
(
実
体
的
デ
ュ

1
・
プ
ロ
セ
ス
)

(
3
)
 

論

髪
形
の
自
由
は
第
一
四
修
正
の
実
体
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
判
例
が
最
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。
警

察
官
の
頭
髪
、
髭
の
規
制
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
事
件
に
お
い
て
、
連
邦
最
高
裁
が
、
個
人
の
身
な
り
(
宮

B
O
B
-
8
H
V
E
E
R
O
)
の
自
由

の
保
障
に
つ
い
て
第
一
四
修
正
の
実
体
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
論
に
言
及
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
学
説
の
支
持
も
多
い
。
控
訴
裁
判
所
の
レ

ベ
ル
で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
髪
形
の
自
由
の
憲
法
上
の
根
拠
は
第
一
四
修
正
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
と
解
す
る
見
解
が
最
も
有
力
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。平

等
保
護

第
一
修
正
同
様
、
頭
髪
規
制
の
違
憲
性
を
い
う
際
に
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
、
平
等
保
護
条
項
違
反
が
主
張
さ
れ
る
。
し
か
し
、
平
等

保
護
条
項
に
違
反
す
る
と
し
て
学
校
規
則
を
違
憲
に
し
た
判
例
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
平
等
保
護
条
項
に
違
反
し
、
違
憲
で
あ
る
と
し
た
判

(
4
)
 

例
は
そ
の
理
由
づ
け
に
よ
っ
て
以
下
の
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

(a)
長
髪
を
理
由
に
し
て
停
学
、
退
学
に
す
る
の
は
不
合
理
な
差
別
で
あ
る
と
す
る
判
例

(
b
)
規
制
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
男
子
だ
け
を
規
制
す
る
の
は
不
合
理
な
差
別
で
あ
る
と
す
る
判
例

(
1
)
米
沢
広
一
「
子
ど
も
、
親
、
政
府
(
二
)
」
神
戸
学
説
法
学
一
五
巻
三
号
三
二
四
頁
ご
九
八
五
)
。

(2)
奥
平
康
弘
『
憲
法
に
こ
だ
わ
る
L

日
本
評
論
社
二
七
l
二
八
頁
(
一
九
八
八
)
。
広
沢
明
「
学
校
教
育
と
子
ど
も
の
人
権
」
日
本
教
育
法
学
会
年

報
一
七
号
一
九
二
頁
ご
九
八
八
)
。
青
木
宏
治
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
生
徒
の
長
髪
規
制
と
そ
の
憲
法
判
断
」
月
刊
生
徒
指
導
一
九
七
三
年
二
一

月
号
三
一
頁
。

な
お
、
頭
髪
規
制
に
第
一
修
正
が
適
用
さ
れ
た
き
わ
め
て
稀
な
事
件
と
し
て
わ
町
ロ
R
Y
〈
・
切
。
白
丘
。
問
問
山
岳
円
白
斤
目
。
ロ
え

ω山
口
口
巾
〉
話
回

ωnyoo]

巴∞
E
n
f
ω
詰
司
・
ω
ロ七円
y
印

ω∞
(
邑
吋
N
)

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
高
校
生
に
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
反
対
す
る
と
い
う
明
確
な
意
思
が
あ
っ
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憲法と髪形の自由

て
、
そ
の
思
想
の
表
象
と
し
て
自
ら
の
身
な
り
を
理
解
し
て
お
り
、
周
囲
の
人
々
も
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
特
殊
な
事
情
が

あ
る
よ
う
で
あ
る
。
ι

ミ
・
出
昨
日
仏
ω
ム
印
・

(
3
)
、H
，zrqJH・ロ
g
z。
z
g
-豆
町
℃
巾
ロ
骨
三
円
。

B
3
5
5、∞円
}
M
O
O
-

虫
色
ユ
2
・
ω
s
d
ω
・印
C
U
咽
印
ミ

a
2
2
2
3・
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
反
対
し

て
高
校
生
が
着
用
し
た
黒
い
腕
章
は
「
純
粋
言
論
」
に
近
い
も
の
と
し
て
第
一
修
正
の
保
護
を
受
け
る
と
判
断
さ
れ
た
。

(
4
)
た
と
え
ば
担
岳
民
含
〈
同
，
F
Z
円
m
Zロ
に
お
い
て
第
一
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
「
原
告
の
髪
の
長
さ
は
第
一
修
正
の
保
護
を
受
け
る
に
た
る
だ

け
十
分
な
伝
達
的
性
格
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
会
主
片
足
巳
∞

Y
5
g
(冨
苫
)
)
と
し
て
吋

z
r
R
判
決
を
引
用
し
て
い
る
。

め
ミ
ね
な
。
、
沢
田
口
〈
・

ω
n
y
g
E
F
品
由
。
司
日
仏
品
。
一
Y
E
A
-
(印
s
n一吋・
5
叶N
)
・

な
お
、
二
ー
ー
の

(
2
)
で
紹
介
し
た
』
出
n
w
gロ
〈
・
ロ
ミ
ュ
R
に
お
い
て
原
告
冨
W
7
2
-
』出
nwmcロ
ら
は
プ
ロ
の
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、

バ
ン
ド
の
活
動
の
た
め
に
長
髪
に
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
長
髪
に
す
る
自
由
は
第
一
修
正
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
、
と
主
張
し
た
の

に
対
し
て
、
第
六
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
「
原
告
は
髪
形
が
思
想
や
見
解
の
表
現
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
立
証
し
て
い
な
い

0

・
:
原
告
の
長
髪
は
純
粋
に
商
業
目
的
の
た
め
に
伸
ば
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
第
一
修
正
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
な
い
。
」
と
述
べ
て
吋
E
w
q
判
決
を

引
用
し
て
い
る
。
お
品
目
N

a

N

5

・
N
H
吋
(
呂
弓
)
・

(
5
)
切円四

2
4・
関
白
E-
企
甲
町
-
N
仏
H
O
E
-
5
ω
吋(吋

P

C円・
5
2
)・
こ
の
判
決
に
お
い
て
は
、
髪
形
の
自
由
の
憲
法
上
の
保
障
の
根
拠
が
第
一
修
正

の
半
影
体
に
よ
る
の
か
、
第
九
修
正
に
よ
る
の
か
(
後
掲
注

(
7
)
参
照
。
)
、
選
択
的
に
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
正
確
に
は
第
一
修
正
の

半
影
体
と
し
て
こ
の
自
由
を
承
認
し
た
判
決
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
前
掲
二
|

2
注
(
叩
)
参
照
。

か
つ
て
連
邦
最
高
裁
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
を
憲
法
上
の
権
利
と
し
て
新
た
に
創
設
す
る
に
つ
き
こ
の
半
影
体
理
論
を
援
用
し
た
の
は
周

知
の
と
お
り
で
あ
る
。
。
円
一
室
、
0
5
〈
-noロロ巾
ntncFω
∞
H
C・ω・
ミ
申
(
同
申
告
)
・
佐
藤
幸
治
「
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
五

九
『
英
米
判
例
百
選
I

公
法
』
一
二
六
頁
参
照
(
一
九
七
八
)
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
は
∞

5
2
判
決
は
髪
形
の
自
由
を
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利

と
し
て
捉
え
た
判
決
と
し
て
評
価
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
後
掲
注
(
臼
)
参
照
。

(
6
)
の
ユ
∞
君
。
E
〈
-n。ロロ巾丘一円ロデ
ω
∞
H
C
-∞
-
S申
(
回
申
告
)
・
前
掲
注

(
8
)
参
照
。
下
級
審
の
レ
ベ
ル
で
は
子
ど
も
を
産
む
か
産
ま
な
い
か
の
基
本

権
を
第
九
修
正
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
る
も
の
も
あ
っ
た
。
緑
町

F)巾
〈
巧
包
巾
・
出
品
司

ω喜
匂
・
ロ
コ

2
・U
・
叶

2
・
5
叶。)・

(
7
)
切
2
z
。
℃
〈
・
(
U
C
]

担
当
-

K

H

印()司
N
己

H
o
g
-
-
c叶
印
(
∞
吾
(
い
一
円
早
口
)
一
回
同
・
mmwロ
〈
・
関
白
Z
・
2
申
司
-
N
己

HCωAFHCω
∞
(
吋
同
町
(
い
町
-
E
A山市山)・

(
8
)
E
R
W
W
ω
g
t〈
国
立
両
判
事
は
、
第
九
修
正
は
連
邦
政
府
が
限
定
さ
れ
た
権
限
の
政
府
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
趣
旨
の
も
の
に
す
ぎ
な
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説

ぃ
、
と
述
べ
て
い
る
。
の
ユ
由
者
。
広
〈
・
。
。
ロ
5
3
r
z
?
ω
∞H
C
・ω
会
少
巴
坦
'
N
O
(
呂
田
門
}
♂
』
・
己
目
的
由
。
三
宮
m)(
呂
町
印
)
・
ま
た
、
第
九
修
正
の
権
利
性

を
主
張
す
る
の
己
仏
宮
括
判
事
自
身
も
独
立
の
根
拠
規
定
と
ま
で
す
る
つ
も
り
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ミ
・
白
丹
念
日
・
缶
百
三
巴
σ巾円
m-
』
-
g
R
R
-

ユ
ロ
ぬ
)
な
お
、
第
九
修
正
の
権
利
性
を
承
認
す
る
も
の
と
し
て
は
、
芦
部
信
喜
「
包
括
的
基
本
権
条
項
の
裁
判
規
範
性
」
法
協
百
年
論
集
第
二
巻

五
五
頁
。
と
り
わ
け
、
公
立
学
校
に
お
け
る
頭
髪
規
制
の
問
題
に
関
し
て
は
同
八
一
頁
参
照
。

(9)
最
高
裁
は
か
つ
て
堕
胎
の
自
由
は
第
一
四
修
正
の
保
障
す
る
「
自
由

9
5
2々
)
」
に
含
ま
れ
る
と
の
判
断
を
示
し
た
。
閉
山
C

巾〈・
4

司
邑
j

巾
・
色
申

C
・ω・]戸
ω
(
同市当一凶)・

(
叩
)
町
内
J
E
n
y
R己
凹
〈
吋
F
Z
B
Eロ・品
N品
司
-NaHN巴
(
同
由
同
(
い
一
『
・
巴
吋
C)
喝
の
円
五
】
ロ
〈
・
吋
白
EHHfωCC
司・
ωロ℃℃・

2
・
S
(冨・ロ・〉
E
E
S
)
一

同
内
向
「
吋
〈
目
∞
円
F
B
E
F
念
。
司
-N己
品
。
申
(
印
同
町
(
い
町
・
巴
叶
N)・

(
日
)
聞
ハ
色
町
出
、
〈
・
』
C
Y
E
o
p
ι
N印巴・
ω-Nω∞-N主
(
呂
忍
)
・
し
か
し
な
が
ら
連
邦
最
高
裁
は
、
当
該
規
制
が
1

恋
意
的
か
否
か
L

と
い
う

B
E
B
z
g

な
合
理
性
の
基
準
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
規
制
そ
の
も
の
は
合
憲
で
あ
る
、
と
判
示
し
た

o
e
h
b
~
8・
関
山
門
司
〈
・

ω円
F
B
E
F
念
。
司

Na

g
申
(
印
同
町
門
町
・
回
申
吋
凶
)
・
二
|

1
注

(
2
)
参
照
。

(
ロ
)
同
-h.
、
(
V
0
5
5巾門戸丹唱同】
C
E
W
ω
円
}
6
0
g・
HLCロ
阿
国
同
町
山
口
仏
岳
巾

h
o
D丘一円三一。
P
日
目
円
。
巧
〉
円
、
.HN開〈・吋。戸

(H20)・

(
日
)
広
沢
、
前
掲
注

(
2
)
二
O
三
頁
、
注

(
6
)
参
照
。

(
M
)
の
丘
町
民
ロ
〈
・
吋
出
E
5・
ω。。司・
ωロ℃同)・

2
・
S
(冨
0
・
〉
}
白
・

E
S
)・

(
日
)
(
い
吋
巾
毛
田
4
・
(UZロ
2
・
hFω
日明・日仏

H
N
E
(叶
H
V
C「・

H20)

5命

2 

学
説
の
紹
介
と
検
討

す
で
に
み
た
よ
う
に
半
数
以
上
の
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
髪
形
の
自
由
を
憲
法
上
の
自
由
と
し
て
認
め
て
い
る
。
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は

1

で
述
べ
た
よ
う
に
実
体
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
を
根
拠
と
す
る
も
の
が
有
力
で
あ
る
が
、
完
全
な
一
致
を
み
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
れ

に
対
し
て
、
学
説
は
髪
形
の
自
由
を
憲
法
上
の
自
由
と
し
て
認
め
る
点
で
は
異
論
は
な
い
が
、

そ
の
根
拠
を
ど
こ
に
求
め
る
か
に
つ
い
て
は

判
例
同
様
、

一
致
が
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
説
の
多
く
は
髪
形
の
自
由
の
根
拠
を
単
一
の
条
文
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
複
合
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的
に
根
拠
を
列
挙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
自
由
を
認
め
て
い
る
。

2
で
は
そ
の
各
論
拠
に
つ
い
て
学
説
を
紹
介
し
、
検
討
し
て
い
く
。

(
1
)
 
第
一
修
正

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
第
一
修
正
を
直
接
適
用
し
て
学
校
規
則
を
違
憲
で
あ
る
と
し
た
判
決
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
学

説
の
多
く
は
髪
形
の
表
現
的
側
面
を
積
極
的
に
評
価
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
学
説
も
長
髪
そ
の
も
の
を
「
純
粋
言
論
(
吉
括
的
宮

27)
」
と

し
て
捉
え
て
い
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
く
、
い
わ
ゆ
る
「
象
徴
的
言
論
(
印
ヨ
邑
】
。

-wmU25)L
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
た
し
か
に
、

髪
形
の
自
由
は
厳
密
な
意
味
に
お
り
る
「
純
粋
言
論
」
と
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
修
正
の
保
護
を
フ
ル
に
受
け
る
「
純
粋

言
論
L

と
い
う
た
め
に
は
、
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伴
う
と
い
う
伝
達
的
性
格
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
髪
形
の
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
明

確
で
な
く
多
義
的
で
あ
り
、
第
一
修
正
の
保
護
を
受
げ
る
だ
け
十
分
な
伝
達
的
性
格
を
有
し
て
い
る
と
は
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
黒
人
の
ア
フ
ロ
・
カ
ッ
ト
の
よ
う
に
、
そ
の
髪
形
が
文
化
的
伝
統
に
ね
ざ
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
真
に
伝

達
的
な
意
図
を
も
つ
も
の
と
し
て
表
現
の
自
由
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
第
一
修
正
違
反
を
選
択
的
に
主
張
す
る
余
地
を
認
め
て
も
い
い
場
合

が
あ
り
う
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
髪
形
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
伝
達
的
性
格
を
認
め
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

憲法と髪形の自由

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利

判
例
も
、
前
述
の
よ
う
に
実
体
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
論
を
根
拠
に
す
る
も
の
は

F)ゆ
判
決
を
先
例
と
し
て
お
り
、
こ
の
意
味
に
お
い
て

は
判
例
も
髪
形
の
自
由
を
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
判
例
は
個

人
の
尊
厳
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
う
観
点
か
ら
、
明
確
に
髪
形
の
自
由
を
理
論
づ
け
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
、
の
門
戸
凹
者

o
-
p
m
S
両
判

決
で
確
立
し
た
と
こ
ろ
の
日
常

E
-
E
g
q
の
問
題
と
頭
髪
問
題
を
区
別
し
よ
う
と
す
る
傾
向
に
あ
到
。
こ
れ
に
対
し
て
学
説
は
、
個
人

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
と
い
う
観
点
か
ら
積
極
的
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
と
関
連
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

(
2
)
 

(
3
)
 
平
等
保
護
条
項
違
反

北法40(5-6・I・443)1585



説

四
で
見
る
よ
う
な
衛
生
、
安
全
の
維
持
、
促
進
と
い
う
規
制
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
男
子
の
頭
髪
の
み
を
規
制
す
る
だ
け
で
は
不
十

分
で
あ
り
、
平
等
保
護
条
項
に
違
反
す
る
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
、
平
等
保
護
条
項
の
み
を
根
拠
に
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
他
の
根
拠
条
文
と
複
合
的
に
捉
え
て
い
る
。

去A
詞聞

(
4
)

そ
し
て
、
最
も
注
目
す
べ
き
は
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
権
利
」
を
提
唱
し
、
髪
形
の
自
由
を
そ
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る
学
説

で
あ
る
。
こ
の
学
説
に
よ
れ
ば
、
純
粋
に
私
事
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
か
っ
、
個
人
が
自
分
の
個
性
(
古
島
〈

EE-芹
ち
を
実
現
さ
せ
る

の
に
不
可
欠
な
選
択
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
権
利
と
し
て
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
権
利
は
、
明
文
の
根
拠
規
定
に

よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
憲
法
上
、
実
体
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
べ
き
権
利
で
あ
る
と
す
る
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
権
利
は
、
人
間
の
尊
厳

(
E
E自
己
釘
E
q
)
に
由
来
し
、
個
人
が
自
ら
の
個
性
を
実
現
す
る
の
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
権
利
は
、
ま
た
、
伝
統
的
な
価
値
観
に
反
対
す
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
で
あ
り
、
政
治
過
程
を
通
し
て
は

実
現
し
え
な
い
も
の
な
の
だ
か
ら
十
分
な
憲
法
上
の
保
障
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

(
1
)
一一一

1

注
(
叩
)
参
照
。

(2)
例
え
ば
、

ωgzσ
巾
括
喝
、
み
め
雪
ミ

E.MNGogh叫
忌
町
、
ミ
ミ
ペ
ロ
宮
内
~
§
s
m誌
な
勾
ぬ
号
、

sh
川町内

PSNN)可
R
a
s
h同

C
さ
も
さ

Sh川町。丸町的、

ω
目
。

E
C
ω
2日
「
]
百
回
(
邑
吋
C
)

は
「
象
徴
的
言
論
」
と
し
て
の
第
一
修
正
の
他
に
、
平
等
保
護
条
項
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
に
そ
の
根

拠
を
求
め
て
い
る
。
(
リ
。
5
5
2
F
H
J
f
を
N町
~
w
p
o
o
hダ

N
o
s
h
同
ミ
、
号
、

h
b
h
p
言
及
室
HNOSW

日
目
C
当
k
t
H
L
・
刃
向
〈
弓
吋

(
H
2
0
)
は
「
象
徴
的
言

論
」
、
実
体
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
、
男
女
差
別
に
よ
る
平
等
保
護
条
項
に
複
合
的
に
根
拠
を
求
め
て
い
る
。

(
3
)
一
.

1

注

(
2
)
参
照
。
頭
髪
で
は
な
い
が
、
刑
務
所
の
囚
人
に
対
す
る
髭
の
規
制
に
関
し
て
ロ
g
m
-
g
判
事
が
反
対
意
見
の
な
か
で
象
徴

的
表
現
と
し
て
認
め
た
こ
と
が
あ
る
。
出
血

g
J『・
ω。三宮

(VR♀
5
p
品

S

C・ω・日
N
P
日
。
(
邑
吋
ω
)
(
U
o
z
m
-
s
?
門出印
mgHEm-)・

(
4
)
ω
在
ロ
σ巾司
mw
室
、
ミ
ロ
O

R

N
・山門

ω
忠
一

(
U
0
5
5
8
F

認
可
ぬ
ロ
。
Z

N

唱
え
ご
ω
・5
2
m
E
σ
巾
話
は
頭
髪
、
服
装
の
自
由
は
ヨ
ヨ
σczn

印
℃
巾
ゆ
門
町
に
あ
た
る
が
、
第
一
修
正
の
権
利
と
等
し
い
保
護
を
う
け
、
挙
証
責
任
も
州
の
側
に
転
換
す
る
と
し
て
い
る
。
ゎ
oヨ
ヨ
巾
己
も
o
d
ユ
g
判
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憲法と髪形の自由

決
の
審
査
基
準
に
よ
る
と
し
て
も
頭
髪
規
制
は
違
憲
で
あ
る
と
し
て
い
る
o
h
o
g
g
g
p
s
y
R
口。
R

N
唱
え
戸
品
・
他
方
、
こ
の
よ
う
に
象
徴

的
表
現
と
し
て
捉
え
た
場
合
、
表
現
的
要
素
が
弱
い
も
の
と
し
て
う
け
と
め
ら
れ
る
、
と
の
指
摘
が
あ
る
。
奥
平
康
弘
『
憲
法
に
こ
だ
わ
る
』
日

本
評
論
社
二
七
頁
。

(
5
)
月
四
円
巾
口
同
門
担
印
m
y

∞
品
回
〉
同
〈
「
月
間
〈
同
吋
〔
)
N
・同吋〔)吋(同申コ)・

(
6
)
相内田司〈・

ω
n
y
g
E
F
念
。
司
-
N
a
g少
品
目
ω
(
2
7
(リ町・

5
叶
N)
・
旧
内
田
口
判
決
は
髪
形
が
伝
達
的
か
否
か
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
生
徒
の
主
観
的
意

図
に
よ
る
の
で
あ
り
、
基
準
の
設
定
が
き
わ
め
て
困
難
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、
第
一
修
正
の
保
護
を
排
除
し
て
い
る
。
』
ミ
・
同
門
巴
ω'H
品・

(
7
)
奥
平
、
前
掲
注

(
4
)
三
三
頁
。
奥
平
は
髪
形
の
自
由
を
表
現
の
自
由
の
問
題
と
し
て
捉
え
な
い
こ
と
の
根
拠
と
し
て
、
第
一
に
、
こ
の
よ
う

な
自
由
ま
で
も
表
現
の
自
由
に
含
ま
れ
る
と
し
た
場
合
、
表
現
の
自
由
を
水
増
し
す
る
こ
と
に
な
り
、
総
体
と
し
て
そ
の
価
値
を
落
と
し
て
し
ま

う
こ
と
、
第
二
に
髪
形
に
表
現
の
自
由
の
保
障
が
及
ぶ
と
す
る
だ
り
の
理
論
的
裏
づ
け
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、
を
指
摘
し
て
い
る
。

(
8
)
担
岳
民
骨
〈
・
吋
E
Z
Z
P
お
品
出
足
ロ
戸
口
∞
ω
(
呂
弓
)
一
注

(
4
)
参
照
。

(
9
)
河
内
会
川
口
同
門
出
回
m
Y
M
N
h
h
v

さ
口
。
門
巾
印
・
白
昨
日
叶
{
)
叶
I
H
0

・

句町内

Z
2弓
月
五
巾
吋

4
・∞
O
白H
・門目。同開門同ロ
n
m
E
Cロ
C
問問ロ己巾℃巾ロ門凶巾ロ門

ω
n
y
c
c
}
U
U同門戸円円

Z
。・

y
h
F
∞
c
m，
N己
S
ω
(
H
O同町
(
U

日吋・

5
叶
ω)
一出血門門町

〈
・
。
。
q
w
p
印
CM
司

M仏

HH
∞由

(
H
R
F
C
可・

E
Z
)
一
m
山口町。。-一口一回可一円円

Z
。
・
戸
〈
出
C
唱
巴
ゲ
一
己
叶
句
-M門凶品
N
M
(
h
c
-
0・
5
ロ
)
・
い
ず
れ
も
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
の
編
ん
だ
長
髪
の
規
制
が
争
わ
れ
た
事
件
で
、
原
告
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
編
ん
だ
長
髪
は
自
ら
の
信
何
な
ら
び
に
文
化
的
な
伝
統
を

表
す
も
の
で
、
こ
の
規
制
は
第
一
修
正
に
違
反
す
る
と
主
張
し
た
が
、
裁
判
所
は
第
一
修
正
の
適
用
を
排
除
し
た
。

我
が
固
に
お
い
て
も
熊
本
坊
主
刈
り
事
件
で
裁
判
所
は
「
髪
型
が
思
想
等
の
表
現
で
あ
る
と
は
特
殊
な
場
合
を
の
ぞ
き
、
見
る
こ
と
は
で
き
ず
」

(
熊
本
地
判
昭
和
六

O
年
一
一
月
一
三
日
判
例
時
報
一
一
七
四
号
五
六
頁
。
)
と
判
示
し
て
、
特
殊
な
場
合
に
は
髪
形
の
規
制
が
憲
法
二
一
条

違
反
に
な
り
う
る
余
地
を
認
め
て
い
る
。
参
照
、
中
村
睦
男
判
例
評
論
三
二
九
号
四
二
頁
。
広
沢
明
」
子
校
教
育
と
子
ど
も
の
人
権
L

日
本
教

育
法
学
会
年
報
一
七
号
一
九
二
頁
。

(
刊
)
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
と
し
て
明
告
白
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
。
「
-
m
g
o
E
判
決
の
拡
張
的
適
用
の
結
果
、
個
人
の
曙
好
は
個
人
の
島
問
自

区
々
と
密
接
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
高
度
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
自
由
で
あ
る
と
す
る
判
決
が
連
邦
地
裁
に
は
み
ら
れ
る
。
∞

3
2
〈-

関
与
f
N
E
匂

ω
名
目
)
吋
CN-
呂
町
(
ヨ
ロ
・
当

2
5
2
)
一
P
5
E
4・
斗
白
E
戸
ωcc
匂

ω
口署・

2
・
S
(冨・
0
・
E
白
-
E
S
)
・
仇
ミ
同
巳

-a〈・

』。}居間
C
P
h
H
N
印
C
・ω
・
Nω
∞
-
N
E
(
冨
苫
)
(
Y
E
E
Y白
ロ
ア
門
田
町
田
巾
ロ
昨
E
m
)
・
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説

(
日
)
町
-h-w
百
円
}
百
円
白
色
印
〈
・
吋
，
zzazphHNhH
司

N己

HN∞
HWHN∞ω
(邑吋
C)・
め
問
問
問
。
--ov「
〈
・
』
。
『
ロ
印
c
p
品一
ω
日
ロ
・

ω・
三
官
hH・

(
ロ
)
同
-
F
ω
Z
E
Z円m
w
s
y
b
g
R
N・白同

ω日
仏
'
回
一
ゎ
。
B
B
g
F
s
y
b
g芯

NW
同
門
戸
。
者
同
]
E
5
8
除

名

E
H
p
q
c
s
h尽
を
さ
さ
目

同)司、。同町内交

S
K
V『
3
3
g
b九
円
、
意
与
N町
師
、
色

(UO目
Z
開「
F
F
-
H
N雪
印
晶
NWECC(巴
コ
)
・
一
注

(
4
)
参
照
。

(日

)(UC
ヨヨ
g
p
s
y
a
g
R
M
w
由同叶

HH・
ω
R
E
Z司
m-
的
革
ミ
ロ
O
R
N岨白円

ω
E
は
公
教
育
を
等
し
く
受
け
る
機
会
の
侵
害
が
平
等
保
護
条
項
に

違
反
す
る
と
し
て
い
る
。
一
注

(
5
)
参
照
。

(
M
)
前
掲
注

(
2
)
参
照
。

(
日
)
当
日

-w吉
田
。
ロ
色
町
巧
E
F
s
y
b
E
R
E
-
同
論
文
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
権
利
と
し
て
、
①
結
婚
、
離
婚
、
中
絶
等
の
家
族
形
成
に
関
す

る
権
利
、
②
性
行
為
に
関
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
③
外
見
、
身
な
り

8
2
8口
出
]
若
宮

R
E
B
)
に
関
す
る
自
由
を
挙
げ
て
い
る
。
頭
髪
規
制

の
問
題
は
こ
の
外
見
、
身
な
り
の
自
由
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

(
凶
)
私
事
に
関
す
る
選
択
と
は
、
家
の
よ
う
に
空
間
と
し
て
私
的
な
場
所
に
お
げ
る
選
択
、
も
し
く
は
性
行
為
や
身
な
り
の
よ
う
に
自
分
自
身
の
身

体
に
か
か
わ
る
選
択
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
選
択
は
他
人
に
直
接
危
害
を
与
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
旬
、
・
由
同
町
同
日
・

(
口
)
足
白
片
品

HH・
同
様
に
、
憲
法
の
明
文
上
の
規
定
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
髪
形
の
自
由
が
憲
法
上
保
障
さ
れ
な
い
こ
と
に
は
な
ら
な
い
、
と
す

る
も
の
と
し
て
岡
山
巾

2
え
の
白

8w
語
、
ミ
ロ
C
R
日
・
同
門
口

HN・

(
凶
)
者
一
E
5
0ロ
除
名
E
F
s
y
b
g
z
F
白
円

E
N山
ω・

論

四

髪
形
の
自
由
と
司
法
審
査

こ
で
み
た
よ
う
に
長
髪
を
規
制
す
る
学
校
規
則
の
審
査
の
方
法
は
各
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。
し
か
し
、
司
法
審

査
そ
の
も
の
に
つ
い
て
消
極
的
で
あ
り
、
広
範
な
教
育
裁
量
を
認
め
、
そ
の
判
断
に
裁
判
所
が
取
っ
て
代
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
の
は
、

ご
く
一
部
の
連
邦
控
訴
裁
判
所
に
す
ぎ
ず
、
多
く
の
裁
判
所
は
、
厳
格
審
査
基
準
を
適
用
す
る
も
の
か
ら
、
「
自
由
巳
自
己
自
の
合
理
性
」
の
テ

ス
ト
を
適
用
す
る
も
の
ま
で
、
そ
の
差
は
き
わ
め
て
大
き
い
げ
れ
ど
も
、
学
校
規
則
に
司
法
審
査
が
及
ぶ
と
し
て
い
る
。
本
章
で
は
、
髪
形

北法40(5-6・1.446) 1588 



の
自
由
を
憲
法
上
の
自
由
と
し
て
承
認
し
た
場
合
に
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
頭
髪
規
制
の
合
憲
性
が
審
査
さ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
考
察
、

検
討
す
る
。

(
1
)

一一

1
(
1
)
タ
イ
プ
の
判
決
(
第
十
巡
回
区
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
の
控
訴
裁
判
所
)
参
照
。
同

-F
』
2
E。
ロ
〈

U
O
E
m
F
b
品
司
・
包

N
H
ω
(
由同町(い町・]忘吋())・

(
2
)
一一
1
2
(
2
)
タ
イ
プ
の
判
決
(
第
四
、
七
、
八
の
各
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
)
参
照
。
同
-
h
J

∞
5
8
4・
関
与
「
色
申
出

E

E官
(
吋
5

h

町

]{深山由)・

(3)
同
-
h
J

関
白
吋
吋
〈

ω円
F
E
E
?
念
。
司
N
色

白

C

申
(
印
門
町
(
い
片
呂
叶
凶
)
一
一
1
1
2

N
ω

∞
合
唱
品
)
・
三

1
1
注
(
日
)
参
照
。

注

(
2
)
参
照
。
め
R
Q
P
門戸開ハ巾口角川可〈・』。}百由。
p
h
H
N

印巴・
ω・

l 

髪
形
の
自
由
の
憲
法
上
の
価
値

髪
形
の
自
由
を
憲
法
上
の
自
由
と
し
て
承
認
し
た
場
合
、
そ
の
憲
法
上
の
価
値
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
紹
介
し

た
∞
5
8
判
決
は
、
髪
形
の
自
由
の
制
約
は
他
の
基
本
権
と
同
様
に
、
州
が
実
質
的
な
挙
証
責
任
を
負
う
、
と
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第

七
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
髪
形
の
自
由
を
表
現
の
自
由
等
の
他
の
憲
法
上
の
基
本
権
と
同
様
な
憲
法
上
の
価
値
を
持
つ
自
由
と
し
て
位
置
づ

憲法と髪形の自由

け
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
同
ω司
〈
・

ω♀
E
E門
事
件
に
お
い
て
第
五
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、
髪
形
の
自
由
を
憲
法
上
の
自
由
と
し
て
位
置
づ
け

な
が
ら
も
、
そ
れ
は
価
値
の
低
い
自
由
で
あ
り
、
①
髪
と
い
う
の
は
ま
た
伸
び
る
も
の
で
あ
り
、
侵
害
が
一
時
的
か
っ
比
較
的
軽
微
な
も
の

で
あ
る
こ
と
、
②
学
校
内
の
管
理
に
関
し
て
学
校
側
に
広
範
な
裁
量
が
あ
り
寸
恋
意
的
な
結
果
」
に
対
し
て
し
か
司
法
審
査
が
及
ぶ
べ
き
で

北法40(5-6・I.447) 1589 



説

の
二
点
か
ら
頭
髪
規
制
を
合
憲
と
し
た
。

な
い
こ
と
、

三A・、
局間

学
説
は
こ
の
よ
う
に
髪
形
の
自
由
の
憲
法
的
価
値
を
低
く
評
価
す
る
点
に
つ
い
て
、
岡
山
号
判
決
に
批
判
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、
髪
形
の
自

由
を
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
権
利
の
一
つ
で
あ
る
と
主
張
す
る
学
説
は
①
人
の
身
な
勺
の
自
由
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
価
値

は
、
個
人
の
尊
厳
、
選
択
の
自
由
、
自
己
決
定
等
で
あ
っ
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
価
値
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
、

②
人
の
外
見
は
言
論
と
同
様
に
、
自
己
実
現
の
た
め
の
手
段
で
も
あ
っ
て
、
決
し
て
価
値
の
低
い
自
由
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
こ

と
、
の
二
点
か
ら
頭
髪
の
自
由
の
憲
法
上
の
価
値
を
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
と
同
等
の
も
の
と
し
て
把
握
し
て
い
る
。

(
1
)
∞
円
。
巾
ロ
〈
・
関
白
E
w
h
H
]
!
由
同
N
己

H
C
ω
h
F
2
2
(
U
一
円
・
】
恒
三
)
)
・

(
2
)
町
内
白
コ

4
・
ω
n
y
g
E
F
品
品
。
司
-
N
色

町

C
申

(

印

S

C吋・同由吋凶)・

(
3
)
足
・
忠
告
吋
・
こ
の
多
数
意
見
に
対
し
て
は
、
当
日
包

c
g
裁
判
官
は
反
対
意
見
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
髪
形
の
自
由
は
デ
ュ

1
・
プ
ロ
セ

ス
条
項
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
十
分
に
基
本
的
な

(
E
E白
BEg-)権
利
で
あ
り
、
こ
の
権
利
の
規
制
と
正
当
な
教
育
目
的
と
の
間
に
合
理
的
な

関
連
性
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
。

(
4
)

ヨ-
E
5
8
h
r
当
E
F
む
き
円
安
S
S
~
h
uミ
ミ
札
口
§
》
可
尽
き
さ
~
h
$与
宮
、

mN(いC
目

Z
R
F
F
・
閉
山
雪
印

E
N
W
g
E印
(
邑
コ
)
・

2 

司
法
審
査
の
方
法

l
l
f
利
益
衡
量
の
導
入

ー
で
述
べ
た
よ
う
に
、
学
説
は
髪
形
の
自
由
を
、
「
価
値
の
低
い
自
由
」
で
は
な
く
、
十
分
な
憲
法
上
の
保
障
を
受
け
る
に
値
す
る
自
由
と

し
て
捉
え
て
い
る
の
で
、
当
然
、
開
山
口
判
決
の
よ
う
な
「
B
-
E
E
C
B
の
合
理
性
」
の
テ
ス
ト
は
排
除
さ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
わ
ゆ

る
「
厳
格
審
査
基
準
」
は
適
用
さ
れ
な
い
と
し
て
も
、
髪
形
の
自
由
と
い
う
憲
法
上
の
自
由
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
以
上
、
合
憲
性
の
審
査
に
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あ
た
っ
て
は
、
規
制
目
的
を
抽
象
的
に
認
定
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
頭
髪
規
制
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
利
益
を
う
わ
ま
わ
る
だ
け
十
分

な
規
制
の
利
益
が
あ
る
か
否
か
が
審
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
で
は
、
頭
髪
規
制
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
と
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
頭
髪
規
制
を
正

当
化
す
る
た
め
に
学
校
側
が
主
張
す
る
規
制
の
利
益
は
、
①
教
育
過
程
の
混
乱
(
色
町

E
Z古
口

z
a
R巳
E
E
-
U
5
2
g
)
の
防
止
と
②

安
全
、
衛
生
の
維
持
、
促
進
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

①
教
育
過
程
の
混
乱
と
し
て
は
、

(
a
)
長
髪
は
教
室
内
の
良
好
な
学
習
環
境
を
破
壊
す
る
、

(
b
)
授
業
中
に
長
髪
の
生
徒
が
櫛
を
使
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
生
徒
が
授
業
に
集
中
で
き
な
く
な
じ
、

(
C
)
生
徒
が
鏡
の
前
に
集
ま
り
、
鏡
の
前
が
混
雑
し
混
乱
す
石
、

(
d
)
長

髪
の
生
徒
は
髪
の
手
入
れ
の
た
め
に
授
業
に
遅
刻
す
る
よ
う
に
な
り
や
す
川
、

(
e
)
長
髪
の
生
徒
と
長
髪
を
嫌
う
生
徒
の
聞
に
け
ん
か
が
起

こ
り
ゃ
す
川
、

(
f
)
男
女
が
区
別
で
き
な
く
な
る
等
が
い
わ
れ
て
い
ぞ
ま
た
、
②
安
全
、
衛
生
の
維
持
、
促
進
に
対
す
る
害
悪
と
し
て
は
、

(a)
体
育
の
実
技
授
業
や
理
科
の
実
験
授
業
に
お
い
て
は
長
髪
は
邪
魔
、
危
険
で
あ
る
、

(
b
)
水
泳
の
授
業
時
に
長
髪
で
泳
ぐ
の
は
非
衛
生

的
で
あ
る
、

(
C
)
整
髪
液
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
教
室
内
に
異
臭
が
た
ち
こ
め
る
、

(
d
)
長
髪
は
短
く
整
髪
し
た
髪
に
比
べ
て
不
潔
で
あ
る

等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

憲法と髪形の自由

そ
し
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
こ
れ
ら
の
規
制
利
益
と
憲
法
上
の
権
利
と
し
て
の
髪
形
の
自
由
を
利
益
衡
量
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ク
ー
ル
に
お
け
る
頭
髪
規
制
の
合
憲
性
を
審
査
す
る
場
合
に
は
、
と
り
わ
け
、
①
長
髪
そ
の
も
の
と
、
教
育
過
程
に
混
乱
を
招
く
生
徒
の
行

為
と
を
区
別
す
べ
き
で
あ
る
こ

U
、
②
よ
り
侵
害
的
で
な
い
規
制
に
よ
っ
て
も
規
制
目
的
を
効
果
的
に
達
成
し
う
る
場
合
に
は
そ
れ
に
よ
る

べ
き
で
あ
る
こ
と
、
③
多
元
的
価
値
を
教
育
す
べ
き
場
と
し
て
の
学
校
に
お
け
る
規
制
で
あ
る
こ
と
、
④
未
成
年
者
の
身
な
り
の
規
制
に
は

親
の
同
意
を
必
要
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
、
等
の
要
素
が
十
分
に
勘
案
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
要
素

ハ
イ
ス

を
勘
案
し
た
場
合
に
は
、
学
校
内
の
頭
髪
規
制
が
憲
法
上
の
審
査
を
パ
ス
す
る
か
ど
う
か
は
き
わ
め
て
疑
わ
し
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
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説

し)!Z。

三ム
員冊

(1)

ヨ-
E口
問
。
ロ
除

SSRHF
む
き
是
認
HN.3ミ
h
v
さ

R
R
S
》
可
思
議
。
s
b
~
h
$与
Nh師
、
色

(UO同
Z
R門
戸
・
智
〈

g
Nム
。
印
(
呂
コ
)
・

humbrow

白
色
ロ
σ巾吋
mw
ヘ
曲
川
町
ぎ
ミ
均
な
さ
モ

hNSh出
HF町
、
ミ
ミ
ミ

b
g
h
e
yミ
ミ
号
勾
hhhNミ
3
h
~
w
p。。『同)司
d
a
s
h同
C
司、もむき
s
h
(りも
h
P
9
ω
H
C回目。

ωJ『
K
H

叶開戸・

]ω
日ゲ

ω印印(]戸山由吋{〕)・

(
2
)
ω
Eロ
宮
吋
m
w
s
y
b
ロ。
z

y
え

ω忠
一
割
ロ
}
内
山
口
由
。
ロ
色
町
巧
E
g
w
s
y
b
g
z
y
忠
告
白
山
叶
・
さ
ら
に
こ
の
論
文
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

権
利
を
制
約
し
う
る
州
の
規
制
利
益
と
し
て
、
①
道
徳
の
維
持
、
②
自
害
行
為
の
禁
止
、
③
他
人
に
不
快
感
を
与
え
る
な
ど
の
侵
害
的
行
為
の
禁

止
、
④
暴
力
な
ら
び
に
無
秩
序
の
予
防
、
⑤
婚
姻
制
度
な
ど
の
神
聖
か
つ
基
本
的
な
社
会
制
度
の
維
持
、
の
五
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
ミ
・
忠
告
叶
・
ぉ
・

(
3
)
穴
白
門
司
〈

ω円
y
g
E円、
A80
司
-
M
門目白
C市

Y
E
J可
(
日
同
町
門
町
-
E吋日)・

(
4
)
の
ユ
岳
ロ
〈
吋
巳
ロ
5
・
ωOCMYN仏
g
w
g
(
E・o-〉
-
P
E
S
)・
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
先
生
が
注
意
し
て
止
め
さ
せ
れ
ば
す
む
こ

と
で
あ
っ
て
、
正
当
な
規
制
理
由
足
り
え
な
い
、
と
判
断
し
て
い
る
。

(
5
)
同
丸
一
適
当
な
懲
戒
で
混
乱
を
回
避
で
き
る
、
と
裁
判
所
は
判
断
し
て
い
る
。

(
6
)
L
R
遅
刻
そ
の
も
の
を
取
り
締
ま
れ
ば
よ
い
の
で
正
当
な
規
制
理
由
足
り
え
な
い
、
と
の
反
論
が
あ
る
。

ω
R
E
σ
R
F
s
y
a
ロ。
R

Y

2

ω印
申

(
7
)
h
g
C
H
Y
N仏

ω片
品
口
・

(
8
)
教
育
過
程
の
混
乱
の
防
止
と
い
う
規
制
の
利
益
に
つ
い
て
は
そ
も
そ
も
一
般
的
、
抽
象
的
で
あ
り
、
そ
こ
で
排
除
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、

長
髪
そ
の
も
の
の
害
悪
と
い
う
よ
り
は
長
髪
の
生
徒
が
引
き
起
こ
す
害
悪
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
害
悪
発
生
の
蓋
然
性
が

あ
る
と
い
う
だ
け
で
長
髪
そ
の
も
の
を
規
制
す
る
必
要
は
な
く
、
授
業
中
に
櫛
の
使
用
を
禁
止
し
た
り
、
遅
刻
ゃ
け
ん
か
を
取
り
締
ま
る
等
の
具

体
的
な
指
導
に
よ
っ
て
教
育
過
程
を
混
乱
さ
せ
る
行
為
そ
の
も
の
を
規
制
す
れ
ば
た
り
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ω
z
-ロ
σ巾円
mw
器
、
ミ
ロ
。
Z
Y
同門

ω
印∞.

(
9
)
念
。
司
-
M
仏
国
門
出
回
吋
噛
(
い
円
巾
者
団
〈
・

CODa-hHωN
司
-N己

H
N
S・
H
N
E
(冨吋。)・

(叩

)
ω
c
c
m
J
N仏
忠
告

(
日
)
安
全
、
衛
生
上
の
問
題
は
た
し
か
に
具
体
的
に
生
ず
る
害
悪
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
体
育
や
理
科
の
授
業
時
に
は
キ
ャ
ッ
プ
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憲法と髪形の自由

や
ネ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
た
り
、
不
潔
で
あ
る
な
ら
洗
髪
さ
せ
る
等
、
長
髪
そ
の
も
の
を
規
制
し
な
く
と
も
、
他
の
手
段
に
よ
っ
て
容
易
に
解
決
し

う
る
問
題
で
あ
り
、
規
制
と
規
制
目
的
の
聞
に
実
質
的
な
関
連
性
が
あ
る
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。

ω
g
E
σ
q
m
w
Mる
ミ
ロ
。
月
ゲ
同
門
ω
印
∞
一

【い。
5
5巾ロ
Fh可
邑
骨
符
ぎ
む
目
的
、

h
s
h川
町
hNマ
ヘ
宮
、
円
。
ぎ
た
言
及
。
sw
回
日
目
。
巧
〉
円
、

.H山
宮
吋

CF
吋
HC(呂
吋
②
)
ま
た
、
男
子
の
長
髪
に
の
み
生
ず

る
問
題
で
は
な
く
て
、
女
子
に
も
生
ず
る
問
題
で
あ
り
、
男
子
の
み
の
規
制
で
規
制
目
的
が
達
成
さ
れ
る
の
か
疑
わ
し
い
。
当
ロ

E
5
8
h
w

d
〈

F
H
門m
y

臼
誌
も
『
ぬ
口
。
4
5
H
w

同門品。∞・

(
ロ
)
吋
呂
田
戸
〉

E
E
E
z
h
o
z印
2
4
2
5
E
F
T
2・
2
ω
(
H
2
3
・
HN巾
B
E
h山田
P
E
出
〉
同
〈
円
・
閉
山
里
見

ON-
ロE'H印
(
呂
ご
)
は
、
た
と
え
長
髪

と
非
行
と
の
聞
に
関
連
性
が
あ
っ
た
と
し
て
も
ー
ー
ー
そ
の
こ
と
自
体
疑
わ
し
い
が
ー
ー
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
た
だ
ち
に
一
律
に
長
髪
を
禁
止

す
る
必
要
は
な
い
と
し
て
い
る
。

(日

)
n
c
B
B
B
?
的
基
ミ
ロ
。
芯
口
w

白門叶

HC
は
、
長
髪
が
不
潔
で
あ
る
な
ら
洗
髪
さ
せ
れ
ば
よ
い
、
と
す
る
。
同
様
に
、
河
内

2
2
2印0
・
s
y
b

口
。
門
司
巴
・
同
門
口
早
は
、
授
業
妨
害
は
教
室
内
で
の
櫛
の
使
用
を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
容
易
に
解
決
し
う
る
と
す
る
。

(
H
)
者
ロ

E
5
8
除
巧
E
F
室
、
ミ
ロ
。
円
四
回
唱
え
き
∞
斗
呂
田
阿
古
認
可
b
g
z
F
己
申
詮
も
警
察
官
の
頭
髪
規
制
と
異
な
り
、
学
校
と
い
う
文

脈
で
は
頭
髪
規
制
は
侵
害
的
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

(
日
)
足
〉
2
0
5
4・
n
R官
三
qw
合唱
m
J
N
己
申
ω
申
(
吋
円

E
C円
邑
吋
N
)

で
は
教
師
、
生
徒
、
親
の
代
表
か
ら
構
成
さ
れ
る
委
員
会
が
制
定
し
た
身
な

り
に
関
す
る
規
則
の
合
憲
性
が
問
題
に
な
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
包
括
的
同
意
は
時
と
し
て
マ
イ
ノ
リ
テ
イ
の
権
利
を
侵
害
す
る
の
で
あ
る
か

ら
、
個
々
の
生
徒
に
つ
い
て
の
個
別
的
な
合
意
が
必
要
と
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
時
)
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
頭
髪
規
制
は
こ
れ
ら
の
要
素
を
加
味
し
て
審
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
多
元
的
な
価
値
の
教
育
の
場

で
あ
る
学
校
と
い
う
特
殊
な
文
脈
に
お
け
る
身
な
り
の
規
制
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
警
察
官
や
消
防
士
の
身
な
り
の
規
制
は
そ
の
職

務
の
性
質
上
、
規
律
、
秩
序
、
効
率
性
と
容
易
に
結
び
つ
く
。
こ
の
こ
と
か
ら
当
然
審
査
の
あ
り
方
は
異
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
者
ニ

E
g
g
h
w

者

E
F
的足、

3
2
5
y
出
汁

2
4・
参
照
、
広
沢
明

J
子
校
教
育
と
子
ど
も
の
人
権
し
日
本
教
育
法
学
会
年
報
一
七
号
二

O
四
頁
注
(
口

)OME

同
巳
ぽ
可
〈
・
』
。
}
百
印

cphHN印
己
・

ω-Nω
∞
(
呂
弓
)
W
O
E
-
ロ
ロ
〈

-
Z
E
B
B
-
お
印
己
・

ω
8
0
2
2白)・

(
口
)
同
町
-
F
H山巾
n
g
H
n山田町
wM蓮
司
、
む
ロ

C
R
H
N噌
同
一
昨
口

5
・
①
生
徒
が
学
業
か
ら
真
に
注
意
を
そ
ら
せ
る
よ
う
な
場
合
で
、
か
つ
②
す
ぐ
そ
れ
に
慣
れ

る
こ
と
の
で
き
な
い
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
場
合
、
と
い
う
二
つ
の
基
準
を
満
た
し
た
場
合
に
は
学
校
内
で
頭
髪
を
規
制
し
う
る
、
と
し
て
い
る
。

匂
町
向
ぬ
か
む
wω
門町一口
σσ
ぷ
円
噛
~
お
も
ミ
ロ
。
門
町
ゲ
同
庁
ω
日
町
・
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説

五

お
わ
り
に

;>A 
日間

以
上
、
本
稿
は
ア
メ
リ
カ
の
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
頭
髪
規
制
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
事
件
を
め
ぐ
る
議
論
を
整
理
、
検
討
し
て
き
た
。

こ
の
ア
メ
リ
カ
法
の
考
察
を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
、

ア
メ
リ
カ
で
は
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
頭
髪
規
制
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
事
件
は
非
常
に
多
く
、
連
邦
控
訴
裁
判
所
の

レ
ベ
ル
で
は
結
論
が
完
全
に
二
つ
に
分
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
邦
最
高
裁
は
こ
の
問
題
に
結
論
を
下
し
て
は
い
な
い
。
こ

と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

ま
ず
第
一
に
、

の
こ
と
は
教
育
に
関
わ
る
問
題
が
基
本
的
に
は
各
地
域
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
、

第
二
に
、
髪
形
の
自
由
に
つ
い
て
は
、
半
数
以
上
の
連
邦
控
訴
裁
判
所
が
憲
法
上
の
権
利
と
し
て
認
め
て
お
り
、
学
説
も
、
髪
形
の
自
由

は
個
人
の
尊
厳
に
由
来
し
、
自
己
実
現
の
た
め
の
手
段
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
憲
法
上
の
価
値
が
低
い
自
由
と
し
て
で
は
な
く
、
十
分
な
憲

法
上
の
保
障
を
受
け
る
べ
き
自
由
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
そ
の
憲
法
上
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
第
一
回
修
正
の
実
体
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス

条
項
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
と
解
す
る
の
が
、
判
例
、
学
説
の
多
数
説
で
あ
る
。

第
三
に
、
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
頭
髪
規
制
の
合
憲
性
審
査
基
準
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
連
邦
控
訴
裁
で
は
、
完
全
に
分
れ
て
い
る
が
、

学
説
は
同
色
宅
事
件
、
同
釦
吋
門
事
件
で
用
い
ら
れ
た
「
百
円
三
自
己
目
の
合
理
性
」
の
テ
ス
ト
の
適
用
を
排
除
し
、
抽
象
的
に
規
制
目
的
を
認
定

す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
髪
形
の
自
由
の
保
障
す
る
価
値
と
規
制
目
的
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
利
益
と
を
裁
判
所
が
実
質
的
に
利
益

衡
量
す
る
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。

本
稿
は
ア
メ
リ
カ
法
の
考
察
、
検
討
を
行
な
っ
た
も
の
で
、

一
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
問
題
状
況
と
我
が
固
に
お
け

る
そ
れ
と
は
異
な
る
点
が
多
く
、

ア
メ
リ
カ
法
の
考
察
を
も
っ
て
た
だ
ち
に
日
本
法
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
が
、

ア
メ
リ
カ
法
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の
整
理
に
対
応
す
る
形
で
我
が
固
に
お
け
る
議
論
と
問
題
状
況
を
整
理
し
つ
つ
、
課
題
を
提
示
す
る
こ
と
で
こ
の
小
論
の
結
び
に
か
え
た
い
。

第
一
に
、
我
が
国
で
は
、
地
域
と
教
育
と
の
関
わ
り
が
十
分
に
議
論
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
と
り
わ
け
丸
刈
り
の
よ
う
に
学
校

ご
と
の
特
殊
性
が
認
め
に
く
い
問
題
に
つ
い
て
、
地
域
の
特
殊
性
、
教
育
自
治
等
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
く
べ
き
か
、
今
後
、
お
お
い
に

議
論
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
髪
形
の
自
由
に
つ
い
て
は
学
説
は
憲
法
一
三
条
の
保
障
す
る
「
自
己
決
定
権
」
の
一
内
実
と
解
す
る
の
が
多
数
で
あ
る
。
こ
の

自
己
決
定
権
を
ど
の
よ
う
な
人
権
と
し
て
日
本
国
憲
法
に
根
拠
づ
け
る
の
か
)
、
こ
の
自
己
決
定
権
の
構
造
、
性
質
、
内
容
を
ど
の
よ
う
に
解

す
る
の
か
、
髪
形
の
自
由
を
自
己
決
定
権
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
自
由
と
解
す
べ
き
な
の
か
、
等
に
つ
い
て
も
十
分
な
議
論

が
あ
る
と
は
い
え
ず
、
こ
の
「
新
し
い
人
権
」
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
適
用
さ
れ
る
審
査
基
準
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
と
同
様
に
「
E
-
E
E
C
E
の
合
理
性
」
の
テ
ス
ト
の
適
用
は
排
除
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
料
、
学
校
以
外
の
場
で
も
こ
の
基
準
が
排
除
さ
れ
る
の
料
、
い
か
な
る
規
制
目
的
に
よ
る
、
ど
の
程
度
ま
で
の
制

約
が
可
能
な
の
か
等
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

憲法と髪形の自由

(
1
)
学
説
の
多
く
は
髪
形
の
自
由
に
憲
法
上
の
保
障
が
及
ぶ
と
解
し
て
い
る
が
、
そ
の
自
由
の
価
値
や
意
義
、
な
ぜ
保
障
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
等
の

点
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
中
で
、
髪
形
を
「
美
的
価
値
意
識
と
結
び
つ
い
た
人
格
の
象
徴
L

と
し
て
捉
え
、
歴
史
的

に
は
「
一
定
の
価
値
の
強
制
、
絶
対
的
権
カ
へ
の
服
従
を
実
現
す
る
手
段
と
し
て
個
人
の
人
格
的
価
値
と
不
可
分
な
髪
形
へ
の
干
渉
が
な
さ
れ
た
」

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
見
解
が
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
広
沢
明
「
学
校
教
育
と
子
ど
も
の
人
権
」
日
本
教
育
法
学
会
年
報
一
七
号
一
九
四
|
一

九
五
頁
。
参
照
、
寸
『
坊
主
刈
り
』
の
歴
史
L

月
刊
生
徒
指
導
一
九
八
六
年
二
月
号
七
五
頁
、
星
野
安
三
郎
「
頭
髪
、
服
装
の
自
由
、
自
己
決
定
権
」

立
正
法
学
論
集
一
六
巻
三
・
四
号
七
頁
以
下
。

(
2
)
実
体
的
デ
ュ

1
・
プ
ロ
セ
ス
論
は
我
が
国
に
お
け
る
包
括
的
基
本
権
と
し
て
の
憲
法
一
三
条
の
機
能
に
類
似
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
戸
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説
るA、
日間

波
江
二
「
丸
刈
り
校
則
と
自
己
決
定
の
自
由
」
法
律
時
報
五
八
巻
四
号
九
四
頁
(
一
九
八
六
)
。

(
3
)
我
が
国
に
お
い
て
も
利
益
衡
量
の
必
要
性
を
説
く
も
の
に
、
中
村
睦
男
判
例
評
論
三
二
九
号
四
三
頁
。

(
4
)

一
般
的
に
は
、
生
徒
指
導
の
あ
り
方
を
決
定
し
、
規
定
す
る
の
は
、
各
学
校
の
教
育
自
治
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
生
徒
、
教
師
、
親
の
協
働
意

思
に
基
づ
く
こ
と
が
の
ぞ
ま
れ
る
。
中
村
睦
男
H
永
井
憲
一
『
現
代
憲
法
体
系
7

生
存
権
・
教
育
権
』
法
律
文
化
社
(
一
九
八
九
)
一
一
一
一

O
頁

(
永
井
執
筆
)
。

ω応
〉

E
♀
己
〈
・
ゎ
白
召

g
g
F
品
印
坦
何
日
仏
お
申
(
叶
予
の
町
・

5
吋

N
)
・
四
注
(
日
)
参
照
。

(
5
)
私
事
に
か
か
わ
る
事
柄
の
う
ち
、
憲
法
一
三
条
で
保
障
さ
れ
る
「
人
格
的
自
律
権
(
自
己
決
定
権
ご
と
は
「
私
的
事
柄
に
関
し
、
か
つ
人
格
的

生
存
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
で
、
個
別
的
規
定
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
も
の
」
(
樋
口
陽
一

H
佐
藤
幸
治
H
中
村
陸
男
H
浦
部
法
穂
『
注
釈

日
本
国
憲
法
上
巻
』
三

O
四
頁
(
佐
藤
執
筆
)
)
を
い
う
と
解
さ
れ
て
い
る
。
中
村
、
前
掲
注

(
3
)
四
三
頁
は
髪
形
の
規
制
は
当
人
を
二
四
時

間
拘
束
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
人
格
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
髪
形
の
自
由
は
憲
法
二
二
条
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
伊
司

b
r
G
W

H
N
W
Y
国
吋
仏
印
〈
・
、
同
町
己
吋
印
Z
P
R
N品
目
N
仏
ロ
∞
Y
H
N
∞印

(
H
Z
h
町

H
由主))・

(
6
)
自
己
決
定
権
を
、
前
掲
注

(
5
)
の
よ
う
に
「
人
格
的
生
存
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
」
に
限
定
し
て
定
義
す
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
広
く
、

他
人
に
危
害
を
及
ぼ
さ
な
い
「
私
事
」
に
か
か
わ
る
事
柄
で
あ
る
か
ぎ
り
、
成
熟
し
た
判
断
能
力
を
も
っ
者
が
自
由
に
決
定
す
る
権
利
と
解
し
、

具
体
的
に
は
①
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
(
髪
形
・
身
な
り
・
外
観
、
性
的
自
由
、
結
婚
の
権
利
、
離
婚
の
自
由
)
、
②
危
険
行
為
、
③
生
命
、
④
死
の
問

題
を
「
私
事
L

と
し
て
捉
え
る
見
解
も
あ
る
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
自
己
決
定
権
と
は
憲
法
の
保
障
す
る
諸
自
由
の
前
提
や
上
位
概
念
で
あ
り
、

①
社
会
的
制
約
、
②
生
命
保
護
と
い
う
「
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
利
益
」
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
権
利
を
制
約
で
き
な
い
、
と
す
る
。
山
田
卓
生
『
私
事

と
自
己
決
定
』
日
本
評
論
社
三
三
八
頁
以
下
。
ま
た
、
戸
波
江
ニ
「
校
則
と
生
徒
の
人
権
」
法
学
教
室
九
六
号
九
頁
も
「
自
己
決
定
の
自
由
」
に

つ
い
て
「
個
人
の
人
格
に
関
わ
る
決
定
か
ら
単
な
る
噌
好
・
好
奇
心
等
に
基
づ
く
決
定
ま
で
、
そ
の
範
囲
」
は
広
い
も
の
と
捉
え
、
「
オ
ー
ト
バ
イ

に
乗
る
自
由
L

も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
と
解
し
て
い
る
。
他
方
、
自
己
決
定
権
を
前
掲
注

(5)
の
よ
う
に
狭
く
解
し
、
オ
ー
ト
バ
イ
運
転
の
自
由

等
を
「
一
般
的
自
由
L

と
解
し
、
「
合
理
性
の
基
準
」
の
適
用
を
妥
当
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
広
沢
、
前
掲
注

(
1
)
二
O
四
頁
注
(
泊
三
こ
の

よ
う
な
新
し
い
人
権
に
つ
い
て
は
憲
法
上
の
保
障
が
及
ぶ
範
囲
に
つ
い
て
今
後
十
分
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
参
照
、
竹
中
勲

「
人
権
と
し
て
の
『
自
己
決
定
権
』
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
八
四
号
一
八

O
頁。

(
7
)
佐
藤
幸
治
「
日
本
国
憲
法
と
自
己
決
定
権
」
法
学
教
室
九
八
号
一
六
頁
は
、
「
人
格
的
自
律
権
(
自
己
決
定
権
)
」
と
い
わ
れ
る
も
の
に
は
「
基

幹
的
自
律
権
L

、
「
個
別
的
自
律
権
」
、
最
狭
義
の
「
自
律
権
」
の
三
段
階
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
憲
法
一
三
条
で
補
充
的
に
保
障
さ
れ
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る
最
狭
義
の
「
自
律
権
」
と
し
て
①
自
己
の
生
命
、
身
体
の
処
分
に
か
か
わ
る
事
柄
、
②
家
族
の
形
成
、
維
持
に
か
か
わ
る
事
柄
、
③
リ
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
に
か
か
わ
る
事
柄
、
④
そ
の
他
の
事
柄
を
あ
げ
て
お
り
、
身
な
り
の
問
題
は
「
そ
の
他
の
事
柄
」
に
含
ま
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
と
し

て
い
る
。

(8)
佐
藤
、
前
掲
注

(7)
二
O
頁
は
髪
形
の
自
由
の
よ
う
な
「
そ
の
他
の
事
柄
L

は
人
格
的
自
律
に
と
っ
て
は
「
核
L

で
は
な
く
「
周
辺
部
」
に

位
置
す
る
と
解
し
、
合
理
的
関
連
性
が
あ
れ
ば
制
約
で
き
る
と
解
し
て
い
る
。

(
9
)
前
掲
注

(
8
)
参
照
。
他
に
、
戸
波
、
前
掲
注

(
2
)
九
四
頁
。
中
村
、
前
掲
注

(3)
四
三
頁
。
広
沢
、
前
掲
注

(
1
)
二
O
O頁。

(
叩
)
戸
波
、
前
掲
注

(
2
)
九
四
頁
は
、
髪
形
の
自
由
に
つ
い
て
原
則
と
し
て
厳
格
な
審
査
基
準
が
妥
当
す
る
と
し
て
も
、
刑
務
所
や
学
校
内
で
は

規
制
の
必
要
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
広
沢
、
前
掲
注

(
1
)

一
九
八
頁
は
刑
務
所
と
学
校
の
違
い
を
強
調
す
る
。

(
日
)
戸
波
、
前
掲
注

(
2
)
は
学
校
内
で
は
生
活
指
導
に
よ
る
一
定
の
範
囲
の
規
律
を
容
認
す
る
余
地
を
認
め
、
パ
ー
マ
、
染
毛
、
剃
毛

ωほ
か
極

端
な
長
髪
の
規
制
も
許
さ
れ
る
と
解
す
る
。
広
沢
、
前
掲
注

(
1
)
二
O
二
頁
も
寸
非
行
化
の
防
止
」
の
た
め
に
極
端
な
パ

l
マ
、
染
髪
等
を
禁

止
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
非
行
化
の
防
止
等
の
抽
象
的
、
一
般
的
な
規
制
目
的
に
よ
る
規
制
が
そ
も
そ

も
許
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
許
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ど
の
程
度
ま
で
か
、
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
広
く
パ
タ

1
ナ
リ
ズ
ム
と
自
己
決

定
権
と
の
関
連
等
も
明
ら
か
に
さ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
パ
タ
1
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
参
照
、
山
田
、
前
掲
注
(6)

の
他
に
、
嶋
津
格
「
法
的
パ
タ
l
ナ
リ
ズ
ム
と
自
由
」
法
学
教
室
一

O
O号
一
二
五
頁
(
一
九
八
九
)
、
山
田
卓
生
「
自
己
決
定
権
を
め
ぐ
っ
て
」

法
学
教
室
一

O
二
号
六
三
頁
(
一
九
八
九
)
な
ど
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
人
権
の
制
約
原
理
と
し
て
「
内
在
的
制
約
」
と
「
外
在
的
制
約
L

の
ほ

か
に
パ
タ
l
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
る
制
約
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
佐
藤
幸
治
「
子
ど
も
の
守
人
権
』
と
は
」
自
由
と
正
義
三
八
巻
六
号
一

O
頁。

憲法と髪形の自由
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Constitutionality of School Regulations 

Regarding Hair Styles 

Yuichi ASAR'* 

lntroduction 

II The Conflicting Decisions of the Federal Court of Appeals 

( 1) The Rulings Which Upheld School Regulations 

( 2) The Rulings Which Dec1ared Hair Grooming Regulations to Be 

Unconstitutional 

III Constitutional Basis for Protection of the Students' Rights to 

Choose Their Own Hair Styles 

( 1) Decisions 

( 2) Doctrines 

IV Judicial Review of Hair Regulations 

( 1) Hair Style as a Constitutional Right 

( 2) Balancing Test 

V Conc1usion 

本 * * 
This Artic1e will examine the problem of constitutionality as it 

relates to school grooming regulations and students' right to choose. 

ln the 1970's， most public school administrators implemented regula-

tions to control the length and styles of their students' hair. There were 

more than one hundred cases regarding grooming r巴gulations.The judical 

response to these cases provoked disagreement among the Federal Court 

of Appeals. 

Section II of this Artic1e wil1 introduce and expand on these cases. 

The Third， Fifth， Sixth， Ninth， Tenth， and District of Columbia Circuits 

upheld the school regulations. The First， Second， Fourth， Seventh， and 

* Assistant in Law at the Hokkaido University of Education， Kushiro 

Campus 

V 北法40(5-6・1.734)1876 
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Eighth Circuits decIared the school regulations to be unconstitu-

tional. ln spite of the conflicting decisions of Federal Court of 

Appeals， the U.S. Supreme Court has never decided the cases 

regarding the school regulations. The Court held that the power to 

regulate educationaI process is delegated to the state. 

Section III wiII examine the conslitlllionaI provisions that 

provide basis for protection of students' rights. 

Section IV wiII examine the doctrines which argue that hair 

style should be protected as a constitutionaI right. These doctrines 

argue that， even thOllgh lhe 日trict scrllliny test may not be 

applicable，“the minimlll11 ral ionality lesl" should not apply and 

that the test should consider whether the interests in regulating hair 

styles exceed the interests in Ieaving the hair styles free in order to 

justify grooming regulations. 
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